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（ 学 部 ）
寸A以こ，. 部 学科 （ 課程 ） 入学者数
人 文 ザ
»＇． 科 78 
国 際 文 化 学 科 41 
人 文 学 部
言 語 文 化 学 科 95 
計 214 
小 学 校 教 員 養 成 課 程 104 
中 学 校 教 員 養 成 課 程 50 
養 護 学 校教 員 養 成 課 程 20 
教 育 学 部
幼稚園 教 員 養 成 課 程 3 0 
情 報 教 育 課 程 44 
言十 248 
経 済 学 科 157 
昼間主 経営 学 科 13 5 
コ ー ス 経営法 学科 101 
計 3 93 
経 済 学 部 経 済 学 科 21  
夜間主 経営 学 科 20 




»＇与． 科 53 
物 理 学 科 47 
化 弓"'t: 科 3 8 
理 学 部 生 物 二》邑子皐． 科 41 
地 球 科 + ι 科 3 6 
生 物園環境科 学 科 3 0 
計 245 
電 子 情 報 工 学 科 145 
機 械 シ ス テ ム 工 学 科 108 
工 学 部 物 質 工 寸A孟4与－ 科 84 
化 学 生 物 工 学 科 86 
計 423 
� コ 計 1, 588 
（ 大 学 院 ）
研 究 科 専 攻 入学者数
日 本 ・ 東 洋 文 化 専 攻 14 
人文科学研究科 西 洋 文 化 専 攻 1 1  
計 25 
学 校 教 育 専 攻 9 
教育学研究科 教 科 教 育 専 攻 19 
計 28 
地域 ・ 経済 政 策 専 攻
経済学研究科 企 業 経 営 専 攻 7 
言十 8 
数 サム孟4 専 攻 8 
物 理 ザ,u.
ι� 専 攻 19 
化 学 専 攻 1 1  
理学研究 科
生 物 でムふ十4ー 専 攻 13 
地 球 科 学 専 攻 7 
計 58 
電 子 情 報 工 学 専 攻 61 
機 械シス テ ム工 学 専 攻 3 9 
工学研究科
物 質 工 学 専 攻 3 1 
（博士前期課程）
化 学 生 物 工 学 専 攻 3 9 
計 170 
シス テ ム生 産工 学 専 攻 14 
（博士後期課程） 物 質生 産 工 学 専 攻 12 
言十 26 
� コ 計 3 15 
合計 1,903人
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学 位 取 得 者 経済学部 助教授 酒 井 富 夫
学 位 の 種類 農 学 博士 （東京大学）
取 得 年 月 日 平成 6 年 2 月 14 日
学 位論 文 名 農業法人に関する研究
学 位 取 得 者
学 位 の 種類
取 得 年 月日
工学部 助手 小 野
理学 博士 （ 九 州大学）
平成 6 年3 月3 日
慎
学 位 論 文 名 The study no the Interactions between Peptides 
Adopting Amphipathic /3 -Structure and Phospholipid 
Matrices 
（ 両親媒性 β構造を形成す る ペプチドとリ ン脂質膜と の相互作用 ）
学 位 取 得 者
学 位 の 種類
取 得 年 月 日
学 位 論 文 名
学 位 取 得 者
学 位 の 種類
取 得 年 月 日
学 位 論 文 名
氏
（ 国
教育学部 教授 塚 野 州 一
心理学 博士 （ 筑波大学）
平成 6 年 3 月 25 日
過去、現在、未来 に お け る 自 己 の 価値 づ け の変容過程 と そ の 規定要因 の 検討
理学部 助手 岩 坪 美 兼
理学 博士 （金沢大学 ）
平成 6 年3 月 25 日
Karyotaxonomy in the subfamily Rosoideae (Rosaceae) of Japan 
（和訳）
日 本産パ ラ 科パ ラ 亜科植物の 核分類 学
ミ）��司ミl�
名 本 国 に お け る
来 チ;u.<. 的 本 学 受 入 れ 先
籍 ） 所 属 機 関 ・ 職 名
目
R ノイ ノf ッ ト イ ン ド 統 計 学 経済学部 ・ 助教授
特 別 講 演 会 新 里 泰 孝
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平成 6 年 4 月 23 臼
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ミ』ミ』昌司』
異動区分 発令 年月 日 氏 名 異 動 前 の 所 属 官 職 異 動 内 何合ヤ
採 用 6. 4. 14 キ本 敏和 事務 補佐員 （附属 図 書館）
／／ 松岡 弘二 ，， II 
，， 青山 拓世 ，， ，， 
ノノ 松田 充子 ，， ，， 
／／ 大 久保 英 ノノ ノノ
ノノ 大 岩満美子 ，， ，， 
6. 4. 16 中村 靖子 講 師 （人文学部）
6. 4. 18 石原 学 技術補佐員 （経理部主計課）
，， 吉迫 文 崇 〆ノ ／／ 
ノノ 宮本 淳 ノノ ／〆
6. 4. 2 5  片山 良 一 臨 時用務員 （工学部作業員）
昇 任 6. 5. 1 安田 祐介 助 教授 （理学部） 教 授 （理学部）
，， 平井 美朗 ，， ’F 
ノノ 田口 茂 ／ノ ノノ
，， 高安 紀 ／／ ，， ( II ) 
／ノ 南部 睦 助 手 （理学部） 講 師 （理学部）
配 置 換 6. 5. 1 笹山 雄一 教 授 （理学部） 教 授 （金沢大学理学部附属 臨海実験所）
併 任 6. 5. 1 森田 昌夫 文部技官 （工学部） 施 設 課 （ ～ 7. 3. 31) 
職務 命令 6. 5. 1 森田 昌夫 文部技官 （工学部） 工学部用度係 設 備主任を命ずる
�［！）�� 
（ 規 則）
。人事 院規則 8 - 12 （ 職員 の 任免） の一部を
改正す る 人事 院規則 （人事 院8 - 12- 5 ) 4. 1 1  
0人事 院規則J 9 - 1 （ 非常勤職員 の給 与 ） の
一部を改正す る 人事 院規則 （同 9 - 1 - 1 1) 4. 1 1  
0人事 院規則 9 - 17 （ 俸給 の特 別調整額） の
一部を改正す る 人事 院規則 （同 9 - 17- 46) 4. 11  
0人事 院規則 9 -55 （特 地勤務手当 等 ） のー
部を改正す る 人事 院規則J （同 9 - 55- 31) 4. 1 1  
。人事 院規則 15- 1 1 （ 職員 の 休 暇 ） の 一部
を改正す る 人事 院規則 （同 15 1 1- 4) 4. 1 1  
（告 示）
。教員 の免許状 授 与 の 所要資格を得 さ せ る
た め の課程 と し て認定 し た 件 （文部58) 4. 14 
。 平成 7 年度科学研究費 補 助金国際学術研究
によ る 研究課題を公募す る 件 （文部59) 4. 19 
FD 




1 平成 6 年度に 大学院教育学研究科 （修士課程） が設置 さ れ る こ と に伴 い、所要事項 を 改 め る 。
2 平成 6 年度 に 教 育専攻科が廃止 さ れ る こ と に伴 い、所要事項 を 改 め る 。
3 研究生等の 授業料等 の徴収方法を明確 に す る と と も に、国費外国 人 留 学生制度実施要項 に 基づ き 入学 す
る 者及 び大学間交流協定に基づ、 く 外 国人留学生 に対す る 授業料等 の 不徴収実 施 要項 に 該 当 す る 交流協 定 に
基づ き 入学す る 者 の授業料等の 不徴収に つ い て定 め る こ と 。
富山大学学則の一部 を改正す る 学則 を 次 の と お り 制定す る 。
平成 6 年 3 月 3 1日
富山大学学則の一部を改正する学則
富山大学学則 （昭和59年 3 月 12日全部改正） の 一部 を
次 の よ う に 改正す る 。
「人文科学研究科
第 6 条第 2 項中「人文科学研究科」 を
教 育 学 研 究 科 」
に 改 め る 。
第 7 条 を 次 のように 改 め る 。
第 7 条 削除
第62条 の 見 出 し 中「及 び特別聴講学生」を 「， 特別聴
講学生及 び外国人留学生」に改 め ， 同条第 l 項 中 「特別
聴講学生 」 を 「特別聴講学生 （ 以 下 「研究生等 」 と い
う。） 」に， 「， r]Jj表第 4 の と お り と す る 」 を「， 費用 省
令 に 係 る 通達 に 定 め る 額 と 同額 と す る 」 に 改 め る 。
同条第 2 項 中「研究生， 科 目 等履修生， 聴講生 及 び特
別聴講学生 （国立大学 の学生を除 く 。 ） の授業料 に つ い
て 」 を「研究生等 の授業料」 に 改 め ， 同項 に 次 の ただ し
書 を加 え ， 同項を 同 条 第 3 項 と す る 。
ただし特別聴講学生が国立大学 の学生であ る と き は，
こ れ を徴収 し な い 。
同 条第 1 項 の 次 に 次 の 1 項を加え る 。
2 研究生等の検定料 は ， 入学を志願す る と き に ， 入学
料 は ， 入学のため の 所要 の手続 き を行う と き に納 付 し
な け れ ば な ら な い 。 ただ い 特別聴講学生 に 係 る 検定
料及 び入学料 は ， 徴収 し な い 。
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同 条 に 次 の 2 項 を加え る 。
4 外国人留学生 の検定料， 入学料及 び授業料の額並び
に そ の 納 付 に つ い て は， 学生 に 関す る 規定を準用 す る 。
5 第 2 項， 第 3 項及 び前項の規定に か かわ ら ず， 国費
外国人留学生制度実施要項 （昭和29年 3 月 3 1日文 部 大
臣裁定 ） に 基づ き 入学す る 者及 び大学間交流協定 に 基
づ く 外国人留学生 に対す る 授業料等 の不徴収実施要項
（平成 3 年 4 月 1 1日文部省学術国際局長裁定 ） に 該 当
す る 交流協定 に基づ き 入学す る 者 に つ い て は， 検定料，
入学料及 び授業料を徴収 し な い 。
別 表第 4 を削 る 。
附 則
こ の学則は， 平 成 6年 4 月 1 日か ら 施行す る 。





1 平成 6 年度 に 大学院教育学研究科 （修士課程〉が設置 さ れ る こ と 及 び大学院工学研究科 に 博士課程が設置
さ れ る こ と に 伴 い ， 所要事項 を 改 め る 。
2 国費外国人留学生制度実施要項 に基づ き 入学す る 者及 び大学間交流協定 に 基づ く 外国人 留 学 生 に 対 す る
授業料等 の 不徴収に つ い て定 め る 。
3 平成 6 年度 か ら 「社会」 の専修免許状 が， 「地理歴史」及 び「公民」の専修免許状 と な る こ と 及 び教 育 学
研究科及 び工学研究科博士前期課程が教育 職員免許法 に基づ き ， 教 員 の 免許状 の 所要 資 格 を 得 さ せ る た め
の課程 と し て認定 さ れ る こ と に 伴 い ， 所要事項 を 改 め る 。
4 字句等 の 整 備 を 図 る 。
富山 大学大学院学則 の 一部 を改正す る 学則を 次 の と お り 制定す る 。
平成 6 年 3月31日
富山大学大学院学則の一部を改正する学則
富山大学大学院学則 （昭和53年 4 月 1 日制定） の 一部
を 次 の よ う に改正す る 。
「人文科学研究科
第 3 条 中 「人文科学研究科」 を に
教 育 学 研 究 科 」
改 め る 。
（課 程 ）
第 4 条 人文科学研究科， 教育学研究科， 経済学研究科
及 び理学研究科 は， 修士課程 と す る 。
2 工学研究科 は ， 博士課程 と す る 。
3 工学研 究科 の 博士課 程 は ， 前 期 2 年 の 課 程 （ 以 下
「博士前期課程」 と い う。 ） 及 び後 期 3 年 の 課 程 （ 以
下「博士後期課程」 と い う。 ） に 区分 し ， 博 士 前 期 課
程 は ， こ れ を 修士課程 と し て取 り 扱う も の と す る 。
第 5 条中「修士課程」 を「修士課程及 び博士前期課程」
に 改 め ， 同 条 に 次 の 1 項 を加 え る 。
2 博士後期課程 は ， 専門分野 に つ い て， 研究者 と し て
自 立 し て研究活動 を 行 い， 又 は そ の 他の高度に専門的
な 業務に従事す る に必要 な 高度 の 研究能力及 び そ の 基
礎 と な る 豊 か な 学識を養う も の と す る 。
第6条中「日本・東洋文化専攻， 西洋文化専攻」を












シ ス テム生 産工学専攻， 物質生 産工学専攻 」
に 改 め る 。
第 9 条 中 「研究科」 を 「修士課程J に 改 め ， 同 条 に 次
の 1 項 を加え る 。
2 博士課程 の標準修業年限 は 5 年 と し ， 博士前期 課 程
の標準修業年限 は 2 年， 博士後期課程 の 標準修業年限
は 3 年 と す る 。
第 10条中 「研究科 の在学期間 は， 4 年」を 「修士課程
及 び博士前期課程の在学期聞 は 4 年， 博士後期課程 の 在
学期 間 は 6 年」 に 改 め る 。
第 13条 中 「， 2 年以上在学 し て所要 の授業科 目 に つ い
て 30単位以上」を 「， 在学期 間 中 に研究科所定 の 授業科
目 に つ い て所定 の 単位」 に 改 め る 。
第 16条 の 2 中 「， 当該研究指導」を 「， 修士課程及 び
博士前期課程の学生 に つ い て は， 当該研究指導」 に 改 め
る 。
第21条の見 出 し 中「修士課程」 を 「課程」 に 改 め ， 同
条第 l 項 中 「修士課程」を「修士課程及 び博士前期課程」
に， 「， 2 年」 を「， 当該課程に 2 年」 に ， 「， 学位論
文 」 を「， 修士論文」 に， 「， l 年」 を 「， 当 該課 程 に
l 年」 に 改 め る 。
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同条第 5 項 を 第 7 項 と す る 。
同条第 4 項中「， 学位論文」 を「， 修士論 文 文 は 博 士
論 文」 に 改 め ， 同項 を第 6項 と す る 。
同条第 3 項 中 「研究科が 当該修士課程」 を「第 1 項 の
場合 に お い て ， 研究科 が 当 該課程」 に ， 「学位 論 文 」 を
「修士論文J に 改 め ， 同項 を 第 5 項 と す る 。
同条第 2 項中「学位論文」 を「修士論文及び博士論文」
に 改 め ， 同項 を第 4 項 と し ， 同条第 1 項 の 次 に 次 の 2 項
を 加 え る 。
2 博士後期課程 の 修了要 件 は， 当 該課程 に 3 年以 上 在
学 し ， 研究科所定の科 目 に つ い て 所定の単位を修得 し，
か っ ， 必要 な 研究指導 を 受 け た上， 博士論文 の 審査 及
び最終試験 に 合格 す る こ と と す る 。 た だ し ， 在学期 間
に 関 し て は， 優 れ た 研究業績 を上げた者 に つ い て は ，
当該課程 に l 年 （ 2 年 未満の在学期 間 を も っ て修士課
程文 は博士前期課程を修了 し た 者 に あ っ て は ， 当 該 在
学期聞を含 め て 3 年 ） 以上在学す れ ば足 り る も の と す
る 。
3 前項の規定 に か かわ ら ず， 学校教育法施行規則 （ 昭
和 22年文部省令第 1 1号 ） 第70条 の 2 の規定 に よ り ， 大
学院へ の 入学資格 に 関 し 修士 の学位 を有す る 者 と 同等
以上の学力が あ る と 認 め ら れ た者が， 博士後期 課 程 に
入学 し た 場合 の 博士課程 の 修了要 件 は， 大学院 に 3 年
以上在学 し ， 研究科所定 の科 目 に つ い て所定 の 単 位 を
修得 し ， か っ ， 必要な 研究指導 を受 け た 上， 博 士 論 文
の 審査及 び最終試験 に 合格す る こ と と す る 。 た だ し ，
在学期間 に 関 し て は， 優 れ た 研究業績 を上げた 者 に つ
い て は ， 大学院 に 1 年以上在学す れ ば足 り る も の と す
る 。
第 22条 を 次 の よ う に 改 め る 。
（学位 の授与）
第 22条 修士課程文 は 博士前期課程 を 修 了 し た者 に は ，
修 士 の 学位 を ， 博士後期課程 を 修 了 し た者 に は ， 博 士
の学位を授与す る 。
2 博 士 の 学位 は， 大学院 の博士課程 を 経 な い者 で あ っ
て も 博士論文 を 提 出 し て そ の 審査 に 合格 し ， か っ ， 博
士後期課程を修了 し た者 と 同等以上 の学力が あ る と 認
め ら れ た 者 に も 授与す る こ と が で き る 。
3 修士及 び博士の学位 に つ い て は ， 別 に定 め る 。
第 25条本文中「研究科」 を「修士課程又 は 博 士 前 期 課
程」 に 改 め ， 同条 に 次 の l 項 を 加 え る 。
2 博士後期課程 に 入学す る こ と の で き る 者 は ， 次 の 各
号のーに該当 し ， か っ， 志望の専攻を履修す る に 適当
と 認 め ら れ た者 と す る 。
-8-
幸E 第352号
(1) 修士の学位を有 す る 者
( 2) 外国 に お い て， 修 士 の 学位 に 相当 す る 学位 を 授与
さ れ た者
(3）学校教育法施行規則第70条 の 2 第 l 項 の 規定 に 基
づ き 文部大臣が指定 し た者
(4) そ の 他各研究科 に お い て 第 1 号 と 同等以上 の学力
が あ る と 認 め た者
第32条第 2 項 中「 2 年 」 を「当該研究科 の 標準修業年
限」 に 改 め る 。
第39条第 2 項 中「， 定員外 と す る 」 を「， 定 員 外 と す
る こ と がで き る 」 に 改 め る 。
第43条 の見 出 し 中「及 び特別研究学生」を「， 特 別 研
究学生及 び外国人留学生」 に 改 め ， 同 条 中 「授業料の額」
を 「授業料の額並び に そ の納 付」 に 改 め ， 同条 に 次 の 4
項 を 加 え る 。
2 特別研究学生 に 係 る 検定料及 び入学料 は ， 徴収 し な
L、 。
3 特別研究学生 の授業料 の 額及 び そ の納 付に つ い て は，
本学学則の 研究生 に 関す る 規定 を 準用 す る 。 た だ し ，
国立大学 の大学院の学生 で あ る と き は， こ れ を徴収 し
なし、。
4 外国人留学生 の 検定料， 入学料及 び授業料の額並び
に そ の 納 付 に つ い て は ， 大学院学生 に 関 す る 規定 を 準
用 す る 。
5 第 1 項， 第 3 項及 び前項 の 規定 に か かわ ら ず， 国費
外国人留学生制度実施要項 （昭和29年 3 月 3 1日文部大
臣裁定 ） に基づ き 入学 す る 者及 び大学問交流協定 に 基
づ く 外国人留学生 に対す る 授業料等 の不徴収実施要 項
（平成 3 年 4 月 1 1日文部省学術国際局長裁定 ） に 該 当
す る 交流協定 に 基づ き 入学す る 者 に つ いて は， 検定料，
入学料及 び授業料を徴収 し な い 。
第43条 の 2 及 び第43条 の 3 を削 る 。
第44条中「返 付」 を「還 付」 に 改 め る 。
別 表第l及 び別表第 2 を 次 の よ う に 改 め る 。 （別添 1
及 び別添 2 の と お り ）
附 則
1 こ の学則 は ， 平成6年 4 月 1 日か ら 施行す る 。
2 別表第 1 に 定 め る 収容定員 は， 平成 6年度及 び 平 成
7 年度 は ， 次 の と お り と す る 。
平成 6 年 5 月 発行 学




人文科学研究科 西洋 文 化 専攻 10 10 
計 20 20 
学校教育専攻 6 12 
修士 課 程
教育学研究科 教科教育専攻 17 34 





企業経営専攻 8 8 
計 16 16 
数 A寸孟4与 専 攻 16 16 
物理 学専 攻 16 16 
修士 課 程 イヒ 子みムa与－ 専 攻 20 20 
理学研究科
生 物 学専 攻 16 16 
地球科 学専攻 16 16 
計 倒 制
電子情報工 学専攻 30 60 
機械
システム工学専攻 20 40 
博士前期課程 物 質工 学専攻 18 36 
化 学生物工 学専攻 16 32 
工 学研究科 計 84 168 
システム生産工学専攻 6 12 
博士後期課程 物質生 産工 学専攻 6 12 
計 12 24 
計 96 192 
ぷEコb、 計 239 358 
3 平成 6 年 3 月 31日にお け る 工学研究科電気工学専攻，
工業化学専攻， 金属工学専攻， 機械工学専攻， 生 産機
械工学専攻， 化学工学専攻及 び電子工学専攻につ い て
は ， 平成 6 年 3 月 31日に当該専攻に在学す る 者 が 当 該









人文博研究科 西洋 文 化 専攻 5 10 
計 10 20 
学校教育専攻 6 12 
修士 課 程
教育学研究科 教科教育専攻 17 34 




経済学研究科 企業経営専攻 4 8 
計 8 16 
数 学 専 攻 8 16 
物理 学専 攻 8 16 
修士 課 程 化 ム－￥与' 専 攻 10 20 
理 学研究科
生 物 学専 攻 8 16 
地球科 学専攻 8 16 
計 42 制
電子情報工 学専攻 30 60 
機械
システム工学専攻 20 40 
博士前期課程 物 質工 学専攻 18 36 
化 学生物工 学専攻 16 32 
工 学研究科 計 84 168 
システム生産工学専攻
6 18 
博士後期課程 物質生 産工 学専攻 6 18 
計 12 36 
計 96 204 
メEコ当、 計 179 370 
注：教育学研究科の 入学定員内に は外国人留学生 と し
て ， 学校教育専攻にl人， 教科教育専攻に 2 人 を含



















































教育学研究科 学校 教 育 専攻
小学校教諭専修免許状





























教科 教 育 専攻 小学校教諭専修免許状

























企業経 営 専攻 高等学校教諭専修免許状 商 業
理 学研究科 数 弓持！： 専 攻 中学校教諭専修免許状 数 学
高等学校教諭専修免許状
数 学
物 理 学 専 攻 中学校教諭専修免許状 理 科
高等学校教諭専修免許状
理 科
イヒ ；叫子 専 攻 中学校教諭専修免許状 理 科
高等学校教諭専修免許状
理 科
生 物 学専 攻 中学校教諭専修免許状 理 科
高等学校教諭専修免許状
理 科
地球科 学専攻 中学校教諭専修免許状 理 科
高等学校教諭専修免許状
理 科






物 質工 学専攻 高等学校教諭専修免許状 工 業









1 平成 6 年度に工学研究科博士課程が設置さ れ る こ と及び教育学研究科修士課程が設置され る こ とに伴 い ，
所要事項 を改め る 。
2 博士の 学位授与につ い て整備 す る ため， 所要事項 を改め る 。
3 学位論 文 の 審査に当た っ て， 他 の 大学院文 は研究所等の教員等の協力 を 得 る こ と と す る ため， 所要事項 を
改め る 。
4 字句等 の整備 を 図 る 。
富 山 大学学位規則 の一部 を改正す る 規則 を 次 の と お り 制定す る 。
平成 6 年 3 月 31日
第 4 条 を 次 の よ うに改め る 。
（学位論文）
第 4 条 学生 は， 修士論文 （本学大学院学則第 2 1 条第 5
項 の規定によ る 特 定 の課題につ い て の研究の成果を含
む。以下同 じ 。 ） 又 は博士論文 （以下「学位論 文 」 と
い う 。 ） に研究科が定め る 書類 を添え， 研究科 長 を 経
て学長に提 出 す る も のとす る 。
2 第 3 条第 4 項 の 規定に よ り ， 博士 の学位を受 け よ う
とす る 者 は ， 博士論文に当該博士論文 の概要， 目 録，
履歴書及 び学位論文審査手数料50,000円を 添 え ， 研究
科長 を 経て学長に提 出 す る も の と す る 。ただ し ， 本学
大学院博士後期課程に所定 の 修業年限以上在学 し ， 所
定 の単位を修得 し て退学 し た者が， 退学後 1 年以 内 に
博士論文 を 提 出 し た場合 は， 学位論文審査手数料 を免
を 除す る こ と が でき る 。
」 第 5 条に次 の 1 項 を 加 え る 。
富山大学学位規則の一部を改正する規則
富 山 大学学位規則 （昭和40年 1 月 22日制定 ） の 一 部 を
次 の よ う に改正す る 。
第l 条中「第22条第 2 項」 を「第22条第 3 項」に改め
る 。
第 2 条中「及 び修士」を「， 修士及 び博士」に改める 。
第 3 条第 1 項中 「， 本学学則第48条第l 項」 を 「， 本
学学則」に改め， 同 条第 2 項 中「， 本学大学院 学 則 第 2 1
条第l項」を「， 本学大学院学則」に， 「修士 課 程 」 を
「修士課程又 は 博士前期課程」 に改め， 同 条に次 の 2 項
を 加 え る 。
3 博士の学位 は， 本学大学院学則 の定め る と こ ろ に よ
り ， 本学大学院博士後期課程 を修了 した者に授与す る 。
4 前項に定め る も の の ほ か， 博士の学位は， 博士論文
を 提 出 し て ， そ の 審査に合格 し ， か っ ， 博士後期課程
を修了 し た者 と 同 等以上の 学力 が あ る と認め ら れた者
に も 授与す る こ と ができ る 。
「修士の学位に付記する専攻分野の名称
第 3 条の 2 の 表 中 研 qプbt. 科 専攻分野の名称
人文科学研究科 文 点寸主 二ゐ
経済学研究科 経 済 学
理 学 研 究 科 理 :+ 
工 学研究科 工 寸＂＇－二£， 
富 山 大学長 小黒 千足
「 修士及び博士の学位に付記す る専攻分野の名称
研 qプbt. 科
専 攻 分 野 の 名 称
修 士 博 士
人文科学研究科 文 ザ，.，＿，．ー 
教育学研究科 教 育 学
経済学研究科 経 済 学
理 学 研 究 科 理 学
工 学 研 究 科 工 学 工 学
に改め る 。
」




第 7 条中 「 3 名」を 「 3 人以上」 に， 「 ， 研究科 の 他
の 教官」 を 「， 当該研究科， 他 の 研究科， 他 の 大学 院 又
は 研究所等 の教員等」 に改め る 。
第 8 条の 見 出 し 中「論文」 を「学位論文」 に改め る 。
第 12条の見 出 し 中「修士」 を 「修士及 び博士」 に改め，
同 条第l項中 「修士」 を 「修士又 は博士Jに改め， 同 条
に改め る 。
「修 「博修









平成 6 年 5 月 発行
OJ!j添 の
第 2 項中 「， 修士」を 「， 修士又 は博士」 に改め る 。
第 12条の次に次の 3 条を 加 え る 。
（博士論文 内容の要 旨 等公表 ）
第 12条の 2 本学 は， 博士の学位を授与 し た と き は ， 当
該博士 の 学位を授与 し た 日 か ら 3 月 以 内 に， そ の 博士
論文内容の 要 旨 及 び博士論文 の審査の結果 の 要 旨 を 公
別添
別記様式第 3 号 （第13条の 2 関係 ）
第 3 条第 3 項 の 規定によ り 授与す る 学位記の様式
（博士後期課程を修了 し た場合 ）
↑
第
甲専 富 ヨE 学年山
守ロ 月 るた
大 の
日 で O 本籍
位学
長 （ 




第 12条の 3 博士の学位を授与された者 は， 当該学位を
授与さ れた 日 か ら 1 年以 内 に， そ の博士論文を 印刷公
表 し な け れ ばな ら な�＼o ただ し ， 学位を授与さ れ る 前
に既に印刷公表 し た と き は， こ の限 り でない。
前項の規定にか か わ ら ず， 博士 の学位を授与さ れた
者 は ， や む を 得ない事 由 が あ る 場合には， 学長 の 承認
を受 け て ， 当該博士論文の 全文に代え て， そ の 内 容 を
要約 し た も の を印刷公表す る こ と ができる。こ の場合，
本学 は， そ の 博士論文 の 全文を求めに応 じ て閲覧に供
す る も の と す る 。
（文部大臣へ の 報告 ）
第 12条の 4 学長 は ， 博 士 の 学位を授与 し た と き は ， 学
位規則第 12条の 規定に基づき， 当該学位を授与 し た 日
か ら 3月以 内 に， 文部大臣に報告す る も の と す る 。
第 13条の 2 中 「， 別 記様式第 1 号及び別記様式第 2 号」
を 「， 別記様式第l号か ら 別記様式第 4 号 ま で」 に改め
2 
別記様式第 4 号 （第13条の 2 関 係 ）
第 3 条第 4 項 の 規定によ り 授与す る 学位記の様式











別 記様式第 2 号 の次に次の 2 様式を加 え る 。
と お り ）
附 員lj











第 14条中 「， 修士」を 「， 修士及 び博士」 に改め る 。
別記様式第l号中 「別記様式第l号」 を
「別記様式第 1 号 （第 13条の 2 関係 ）













別 記様式第 2 号中 「別記様式第 2 号Jを
「別記様式第 2 号 （第 13条の 2 関係 ）
第 3 条第 2 項 の 規定によ り 授与す る 学
（修士課程又 は博士前期課程を 修了 し 名
日
-12-





富 山 大学大学院教育学研究科修士課程が平成 6 年 4 月 設置 さ れ る こ と に伴 い， 所要事項 を定め る 。
富山大学大学院教育学研究科規則を次のとおり制定する。
平成 6 年 3 月 31日
富山大学大学院教育学研究科規則
（趣 旨）
第l 条 この規則 は ， 富 山大学大学院学則 （以下「学則」
と い う 。 ） 第50条の規定に基づき， 富 山 大 学大学院教
育学研究科 （以 下 「研究科」 と い う 。 ） に つ い て 必 要
な事項を定め る も の と す る 。
（専 修 ）









（授業科 目 及 び単位数 ）
第 3 条 研究科にお け る 授業科 目 及 び単位数 は ， 別 表 第
1 の と お り と す る 。
2 授業科 目 の配当 及 び授業時聞 は ， 毎学年 の 始めにこ
れ を 定め る 。
3 単位の 計算方法 は， 講義及 び演習につ い て は 1 5時間
を も っ て 1 単位 と す る 。
（指導教官 ）
第 4 条 学位論 文 の 作成等に対す る 指導 （以下 「研究指
導」 と い う 。 ） を行 う ため， 学生 ご と に指導教官 を 定
め る 。
（履修方 法 ）
第 5 条 学生 は， }51j表第 2 に定め る 履修基準に従 い 30単
位以上修得 し な け れ ば な ら な い。
第 6 条 学生 は ， 学期 ごとに履修 し よ う と す る 授業科 目
を届 け 出 な け れ ば な ら な い 。
富 山 大学長 小黒 千足
（教育方法 の 特 例 ）
第 7 条 教育学研究科委員会 （以下 「委員会」 と い う 。）
が教育上必要 と 認め る と きは， 夜間 そ の 他特 定 の 時 間
又 は 時期に， 授業及 び研究指導 を行 う こ と が でき る 。
（単位の認定 ）
第 8 条 単位修得 の認定 は ， 筆記若 し く は 口 頭の試験又
は研究報告等に よ り ， 授業科 目 担当教官 が行 う 。
2 前項 の認定を行 う 時期 は ， 学期末 と す る 。 ただ し ，
特 別 の理由 が あ る と き は ， この限 り で な い 。
（成績評 価 ）
第 9 条 試験等に合格 し た授業科 目 の 成績評価 は， 優 ，
良及び可で表示する。
（学位論文 の 提 出 ）
第 10条 学生 は， あ ら か じ め指定す る期日ま でに学位論
文 （学則第21条第 5 項に規定す る 特 定 の課題につい て
の 研究 の 成果を含む。 以下同 じ 。 ） を提出 し な け れ ば
な ら な い 。
（学位論文の審査及 び最終試験 ）
第 1 1 条 学位論文 の 審査及 び最終試験 は， 委員会 の 委嘱
す る 3 人 の 審査委員がこれ を行 う 。
（ そ の 他 ）
第 12条 この規則に定め る も の の ほ か， 必要 な 事項 は，
委員会 の定め る と こ ろ に よ る 。
附 則
この規則 は ， 平成 6 年 4 月 1 日か ら 施行す る 。
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別表第1 （第 3 条関係）
(1)  学校教育専攻
学校教育専修


























教 育 内 容 ・ ｜ 教育方法学特 論演習I
方 法 論 ｜ 教育方法学特 論E
教 育 学
（ 教 育 史）
教 育 心 理 学
発 達 心 理 学


















関 す る 教 育
特殊教 育に




















ただ し ， 養護学
校教 諭専修免許状
取得者 は ， 特殊教
育に関す る 科 目 か














特殊教 育 に 障害児病理学特論演習 2 
関 す る 生 理 障害児家族病理学特論 2 
障害児覚醒・睡眠障害特論 2 
｜ 幼児教育学特論 2 





保 育 内 容 の 保育内容の研究特論 2 





分 野 授 業 科 目 備 考
必修 選択
学校教育研究I （教育学系 ） 2 修得単位数
（ 共 通 ）
学校教育研究II （教育心理学系 ） 2 30単位以上
｜数学科教育研究 2 
数学科教育特論I 2 ①学校教育専攻科目
数 学 科 教 育 数学科教育特論演習I 2 4 単位必修
数学科教育特論E 2 4 単位選択
数学科教育特論演習E 2 ②教科教育専攻科目





代数学特論演習E 2 4 単位必修
幾何学特論I 2 ④ 自由選択科 目
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②理科教育専修
単 位 数
分 野 授 業 科 目 ｜ 必修 ｜ 選択 備 考
（ 共 通 ）
学校教育研究I （教育学系 ） 2 修 得単位数
学校教育研究II （教育心理学系 ） 2 30単位以上
理科教育研究 2 
理科教育特論I ①学校教育専攻科 目2 
理 科 教 育 理科教育特論演習I 2 4 単位必修
理科教育特 論E 2 4 単位選択
理科教育特論演習E 2 ②教科教育専攻科 目
物理学特論I 2 2 単位必修
物理学特論演習I 2 10単位選択
物 理 守,u二£， 
物理学特論E 2 ③課題研究
物理学特論演習E 2 4 単位必修
化学特論I 2 ④ 自 由選択科目





化学特 論演習E 2 
生 物学特論I 2 
生 物学特論演習I 2 
生 物学特論E 2 
生 物 ザ，，.，－ー 
生 物学特論演習E 2 
生 物学特論E 2 















分 野 授 業 科 目
必修 選択
備 考
学校教育研究I （教育学系 ） 2 修得単位数
（ 共 通 ）
学校教育研究II （教育心理学系 ） 30単位以上2 
保健体育科教育研究 2 
保健体育科教育特論I 2 ①学校教育専攻科 目
保健体育科教育特論演習I 2 4 単位必修




保健体育科教育特論E 2 2 単位必修
保健体育科教育特論演習E 2 10単位選択
体育学特論I 2 ③課題研究
体育学特論演習I 2 4 単位必修
体育学特論E 2 ④自 由選択科目
体 育 ザム 孟4与ー






















分 野 授 業 科 目
必修 選択
備 考
学校教育研究I （教育学系 ） 2 修 得単位数
（ 共 通）
学校教育研究II （教育心理学系 ） 30単位以上2 
技術科教育研究 2 
技術科教育特論I 2 ①学校教育専攻科 目
技 術 科 教 育 技術科教育特論演習I 2 4 単位必修
技術科教育特論E 2 4 単位選択
技術科教育特論演習E 2 ②教科教育専攻科目




電気技術学特論演習E 2 4 単位必修
機械技術学特論I 2 ④ 自 由選択科 目










分 授 業 科 目
必修 選択
備 考
学校教育研究I （教育学系 ） 2 修得単位数
（ 共 通 ）
学校教育研究II （教育心理学系 ） 2 30単位以上
家庭 科教育研究 2 
家庭 科教育特論I 2 ①学校教育専攻科目
家 庭 科 教 育 家庭 科教育特論漬習I 2 4 単位必修
家庭 科教育特論E 2 4 単位選択
家庭科教育特論演習E 2 ②教科教育専攻科目




被服学特論演習I 2 4 単位必修
被 月匠 寸ム以，
被服学特論E ④ 自由選択科 目2 








家庭 経営特論I 2 
家庭 経営特論演習I 2 
家 政 一 般
家庭 経営特論E 2 
家庭 経営特論演習E 2 
課題研究 4 
別表第 2 （第 5 条 関係 ）
履修基準単位表
；下者
学 校 教 育 専 攻 教 科 教 育 専 攻









教科教育専攻科 目 6 2 10 
課 題 研 ’プ7'E 4 4 
自 由 選 択 科 目 6 6 




備考 1 . 学校教育専攻の 教科教育専攻科目は， 同一専修から履修す るもの とし教科教育研究2単位を含むもの とす る。
2. 自由選択科目は， 所属す る専修及び他の専修から履修す ることができる。
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富山大学大学院工学研究科規則の全部改正
守富山大学大学院工学研究科規則の改正理由… 
平成 6 年 度 に 大学 院工学研究科 に博士課程が設置 さ れ る こ と に 伴 い ， 所要事項 を改 め る 。
富 山 大学大学院工学研究科規則 の 全部 を 改正す る 規則 を 次 の と お り 制定す る 。
平成 6 年 3 月 31 日
富山大学大学院工学研究科規則
富 山 大学大学院工学研究科規則 （昭和42年 5 月 1 9 日 制
定 ） の全部 を改正す る 。
（趣 旨 ）
第 1 条 こ の規則 は ， 富 山 大学大学院学則 （以下 「学則」
と い う 。 ） 第50条 の 規定 に 基づ き ， 富山大学大学院工
学研究科 （以下 「研究科」 と い う 。 ） に つ い て 別 に 定
め の あ る も の を 除 き ， 必要 な 事項 を定 め る 。
（授業科 目 及 び単位数 ）
第 2 条 研究科 に お け る 各専攻 の 授業科 目 及 び単位数 は，
別表第 1 （博士前期課程 ） 及 び別表第 2 （博士 後 期 課
程 ） の と お り と す る 。
2 単位の 計算方法 は ， 富 山大学工学部規則第 5 条 の 規
定 を 準用 す る 。
（指導教官 ）
第 3 条 学位論 文 の 作成等に対す る 指導 （以下 「研究指
導」 と い う 。 ） を行 う た め ， 学生 ご と に 次 の 指導教官
を 定 め る 。
( 1 )  博士前期課程 の 指導教官 は， 博士前期課程 に お け
る 研究指導 を 担当 す る 資 格 を 有す る 教官 1 人 と す る 。
(2) 博士後期課程の 指導教官 は， 博士後期課程 に お け
る 研究指導 を担当 す る 資格 を 有 す る 教官の う ち か ら ，
主指導教官 1 人及 び副指導教官 2 人以上 と す る 。 た
だ し ， 副指導教官 の う ち 1 人 は ， 学生 の 所属 す る 講
座以外 の講座又 は 他 の専攻 の 教官 と す る 。
2 前 項 の 指導教官 は ， 研究科委員会 が定 め る 。
（博士前期課程 の 履修方法等）
第 4 条 博士前期課程 の 学生 は， 当該専攻 の 授業科 目 に
つ い て必修科 目 12単位及 び選択科 目 18単位以上 合 わ せ
て 30単位以上を修得 し ， か っ ， 研究指導 を受 け な け れ
』ま な ら な い 。
富 山 大学長 小黒 千足
2 指導教官 が必要 と 認 め た と き は ， 他 の 専攻 の授業科
目 ， 他 の 研究科 の授業科 目 文 は学部 の授業科 目 を 履 修
す る こ と が で き る 。
3 前項の規定 に よ り 学生 が修得 し た単位 は， 4 単位 ま
で を 第 l 項 に規定す る 選 択科 目 の単位 と す る こ と が で
き る 。
（博士後期課程 の 履修方法等）
第 5 条 博士後期課程の学生 は ， 当該専攻の 授業科 目 に
つ い て必修科 目 2 単位及 び選択科 目 4 単位以上合わ せ
て 6 単位以上修得す る と と も に ， 特別実習及 び特 別 演
習 を履修 し ， かっ ， 研究指導 を受 け な け れ ばな ら な L 、。
2 主指導教官が ， 必要 と 認 め た と き は ， 他 の 専攻 の 授
業科 目 を履修す る こ と が で き る 。
3 前項の規定に よ り 学生 が修得 し た 単位 は ， 2 単位 ま
で を 第 1 項 に 規定す る 選 択科 目 の 単位 と す る こ と が で
き る 。
4 入学資格 に 関 し 修士 の 学位 を有す る 者 と 同等以上 の
学力 が あ る と 認 め ら れ博士後期課程 に 入学 し た者 に つ
い て は ， 前項 に規定す る も の の ほ か， 所要 の授業科 目
の単位の修得を課す こ と が あ る 。
（他 の大学の大学院 に お け る 授業科 目 の履修等）
第 6 条 研究科 に お い て教育上有益 と 認 め る と き は， 他
の 大学 の 大学院 （外国 の大学の大学院 を 含 む 。 以 下 同
じ 。 ） と 協議 の 上， 研究科委員 会 の 議 を 経て ， 学 生 が
当該他大学院の授業科 目 を履修す る こ と を認め る こ と
が で き る 。
2 前項 の 規定 に よ り 学生 が雇修 し た授業科 目 に つ い て
修得 し た単位 は ， 博士前期課程及 び博士後期課程 を 通
し て 10単位を超 え な い 範 囲 で研究科委員会の議を経て，
第 4 条又 は前条 の 規定 に よ り 修得す べ き 単位 の 一部 と
み な す こ と がで き る 。
（他大学大学院等の研究指導）
第 7 条 研究科 に お い て教育上有益 と 認 め る と き は ， 他
内U円ι
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別表 1 （博士前期課程）の大学の大学院又 は研究所等 と 協議 の上， 研究科委員
会 の 議 を経て， 学生 が， 当該他大学院又 は研究 所 等 に
お い て必要 な 研究指導 を 受 け る こ と を認 め る こ と が で
き る 。 た だ い 博士前期課程の学生 に つ い て認 め る 場
合 に は， 当該研究指導 を受 け る 期 間 は ， 1 年 を 超 え な
い も の と す る 。
（履修届 ）
第 8 条 学生 は ， 指導教官 の指導 を 受 け ， 履修 し よ う と
す る 授業科 目 を定 め ， 指定 の 期 日 ま で に ， 研究科長 に
届 け 出 な け れ ば な ら な い 。
（単位 の認定）
第 9 条 履修 し た 授業科 目 の 単位修得 の認定 は ， 筆記試
験若 し く は 口 頭試験文 は研究報告等 に よ り 担 当教官 が
イ7 つ 。
2 前項の認定 を 行 う 時期 は ， 学期末 と す る 。 た だ し ，
特別 の事情 が あ る と き は そ の 時 期 を 変 え る こ と がで き
る 。
（成績評 価 ）
第 10条 試験等 に 合格 し た 授業科 目 の 成績評価 は ， 優 ，
良及 び可で表示す る 。
（学位論文 の 提 出 ）
第 1 1条 学生 は ， 指導教官 の承認を得て， 学位論 文 を 指
定 し た期 日 ま で に ， 工学研究科長 に提 出 し な け れ ば な
ら な い 。
2 学位論文 は ， 課程修 了 に 必要 な 単位 を 修得又 は 修 得
見込みで， か っ ， 必要 な 研究指導を受 け た者で な け れ
ば提 出 す る こ と が で き な い 。
（学位論文 の 審 査 ）
第 12条 学位論文 の 審査 に つ い て は ， 富山大学学位規則
（昭和40年 1 月 22 日 制定 ） の 定 め る と こ ろ に よ る 。
（雑 則 ）
第 13条 こ の 規則 に定 め る も の の ほ か， 研究科 に 関 し 必
要 な 事項 は ， 研究科委員会 が 別 に 定 め る 。
附 則
こ の規則 は， 平成 6 年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。
2 平成 5 年度以前 の 入学者 に つ い て は， な お従前 の 例
に よ る 。
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専 攻 授 業 科 目 単位数 備 考
電 気 機 器 工 学 特 論 第 1 2 OED は
電 気 機 器 工 学 特 論 第 2 2 必修科 目
ノf ワ ー エ レ ク ト ロ ニ ク ス 2 
電 力 工 学 特 論 第 1 2 
電気システム工学 電 力 工 学 特 論 第 2 2 
大 電 流 工 学 特 論 2 
電 制 御 工 学 特 論 2 
生 体 工 学 特 論 2 
計 測 工 学 特 論 2
子 電 子 物 性 工 学 特 論 2 
物性デパイ ス工学 団 体 電 子 装 置 特 論 2 
画 像 電 子 装 置 特 論 2 
十青 基 礎 物 性 工 学 特 論 第 1 2 
基 礎 物 性 工 学 特 論 第 2 2 
計 算 機 基 礎 論 特 論 2 
報 計算機ア ー キ テ ク チ ャ 特論 2 
計 算 機 工 学 電 磁 波 工 学 特 論 2 
知能化情報 回 路 工 学 特 論 2 
プ ラ ズ マ 物 理 学 特 論 2 
工 プ ラ ズマ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン特論 2 
電 気 磁 気 学 特 論 2 
論 理 回 路 特 論 2 
A寸M与， 情 報 処 理 特 論 第 1 2 
基礎情報工学 情 報 処 理 特 論 第 2 2 
情 報 処 理 特 論 第 3 2 
専 情 報 シ ス テ ム 特 論 第 1 2 
情 報 シ ス テ ム 特 論 第 2 2 
数 値 解 析 特 論 第 1 2 
数 値 解 析 特 論 第 2 2 
攻 知識情報工学 情 報 通 信 工 学 特 論 第 1 2 
情 報 通 信 工 学 特 論 第 2 2 
知 識 情 報 工 学 特 論 第 1 2 
知 識 情 報 工 学 特 論 第 2 2 
電 子 情 報 工 学 特 別 講 義 4 以下
0電 子 情 報 工 学 特 別 演 習 2 
0電 子 情 報 工 学 特 別 研 究 10 
弾 性 力 学 特 論 2 
機
強度設計工学 塑 性 力 学 特 論 2 
械
強 度 設 計 工 学 特 論 2 
シ
要 素 設 計 工 学 特 論 2 
ス
流 体 力 学 特 論 2 
ア
熱 流 体 工 学 特 論熱流体シス テム工学 2 
ム
工 業 熱 力 学 特 論 2 
工
伝 熱 工 学 特 論 2 
A守＇！：
切 削 加 工 学 特 論 2 
E与
微 細 加 工 学 特 論 I 2 生産システム工学攻 ｜ 塑 性 加 工 学 特 論 2
－EA 円ι
平成 6 年 5 月 発行 � チ 報 第352号
｜ ｜ 機 械 材 料 学 特 論 I 2 
機 ｜ ｜ 機械 シ ス テ ム 動 力 学 特 論 ｜ 2 
械 ！ ｜ 機械 シ ス テ ム 構 成学特論 ｜ 2 
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制 御 工 学 特 論 I 2 
制 御 機 器 特 論 I 2 
計 測 シ ス テ ム 特 論 I 2 
精 密 測 定 シ ス テ ム 特 論 ｜ 2 
機 械 情 報 シ ス テ ム 特 論 ｜ 2 
機械 シ ス テ ム工学特別講義 1 4 以下lo機械 シ ス テ ム工学特別「 2 
0機械 シ ス テ ム 工学特別研究 ｜ 10 
材 料 化 学 特 論 第 1 I 2 
材 料 化 学 特 論 第 2 2 
有 機 合 成 化 学 特 論 I 2 
有 機 反 応 化 学 特 論 I 2 
工 業 電 気 化 学 特 論 I 2 
無 機 工 業 化 学 特 論 I 2 
無 機 材 料 工 学 特 論 第 1
無 機 材 料 工 学 特 論 第 2
粉 体 工 学 特 論 I 2 
粉 体 プ ロ セ ス 工 学 特 論 ｜ 2 
材 料 設 計 工 学 特 論 第 l I 2 


















材料製造 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン特論 ｜ 2 
細 胞 工 学 ｜ バイ オ エ レ ク ト ロ ニ ク ス 特論 ｜ 2 
細 胞 機 能 工 学 特 論 I 2 
分 子 生 物 学 特 論 I 2 
化 学 生 物 工 学 特 別 講 義 1 4 以下
O化 学 生 物 工 学 特 別 演 習 ｜ 2 
0化 学 生 物 工 学 特 別 研 究 I 10 
専 攻
別表 2 （博士後期課程）























































































































































































1 金 属 材 料 強 度 学 特 論 I 2 
専 I I I 
材料物性工学 l 材 料 組 織 制 御 学 特 論 ｜ 2 
磁 性 材 料 学 特 論 I 2 
極 低 温 材 料 物 性 学 特 論 ｜ 2 
物 質 工 学 特 別 講 義 1 4 以下
O物 質 工 学 特 別 演 習 I 2 
0物 質 工 学 特 別 研 究 I 10 
有 機 反 応 速 度 論 I 2 
有 機 化 学 特 論 I 2 
資 源 エ ネ ル ギ ー 特 論 I 2 
機 能 材 料 化 学 特 論 I 2 
機 能 分 子 化 学 特 論 I 2 
有 機 光 化 学 特 論 I 2 
バ イ オ リ ア ク タ ー 特 論 ｜ 2 
反 応 工 学 特 論 I 2 
成 分 分 離 工 学 特 論 I 2 
分 離 操 作 設 計 特 論 I 2 
移 動 速 度 論 特 論 I 2 
分 析 化 学 特 論 I 2 
生 体 機 能 化 学 特 論 I 2 
生 物 界 面 化 学 特 論 I 2 
生 物 電 気 化 学 特 論 I 2 
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粒 子 設 計 プ ロ セ ス 工 学 ｜ 2 
粉 体 物 性 工 学 特 論 I 2 
微粒子 プ ロ セ ス 工学特論 1 2 
半 導 体 物 性 特 論 I 2 
表 面 物 性 工 学 I 2 
誘 電 体 物 性 工 学 I 2 
接 合 界 商 工 学 I 2 
表 示 デ バ イ ス 特 論 I 2 
液晶 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 特論 I I 2 
液晶エ レ ク ト ロ ニ ク ス 特論 II I 2 
複 合 素 材 工 学 特 論 I 2 
材 料 内 部 構 造 設 計 特 論 1 2 
凝 固 学 特 論 I 2 
電 子 材 料 学 特 論 I 2 
応 用 磁 気 材 料 学 特 論 I 2 
材 料 強 度 学 特 論 I 2 
高 温 強 度 学 特 論 I 2 
機 能 性 材 料 学 特 論 I 2 
金 属 化 学 特 論 I 2 









有 機 反 応 化 学 特 論 2 
物 理 有 機 化 学 特 論 2 
物 精 密 合 成 化 学 特 論 第 1 2 
精 密 合 成 化 学 特 論 第 2 2 
質 ヘ テ ロ 原 子 化 学 特 論 2 
複 素 環 化 学 特 論 2 
生 環 境 化 学 反 応 特 論 2 
生体物質応用化学 生 体 高 分 子 化 学 特 論 2 
産 生 物 有 機 化 学 特 論 2 
生 体 界 面 電 気 化 学 特 論 2 
工 高 分 子 合 成 化 学 特 論 2 
生 体 触 媒 化 学 特 論 2 
守品二 細 胞 電 気 工 学 特 論 2 
遺 伝 子 工 学 特 論 2 
専 神 経 系 情 報 特 論 2 
生 体 シ ス テ ム 工 学 2 
攻 O特 �lj 研 qブbt. 2 
0特 glj 実 習
0特 g1j 演 習
富山大学大学院教育学研究科委員会規則の制定
富山大学大学院教育学研究科委員会規則の制定理由
富山 大学大学院教育学研究科修士課程が平成 6 年 4 月 設置 さ れ る こ と に 伴 い ， 所要事項 を 定 め る 。
富山大学大学院教育学研究科委員会規則 を 次 の と お り 制定す る 。
平成 6 年 3 月 31 日
富山大学大学院教育学研究科委員会規則
（趣 旨 ）
第 l 条 こ の 規則 は ， 富山 大学大学院学則 第49条 第 2 項
の規定 に 基 づ き ， 富山大学大学院教育学研究科委員会
（以下 「委員 会 」 と い う 。 ） の 組織 ， 審 議事項 及 び運
営等 に つ い て 定 め る も の と す る 。
（組 織 ）
第 2 条 委員会 は， 次の各号に掲げ る者を も っ て組織す る 。
( 1) 研究科長
(2) 研究科担 当 の 専任教員
（審議事項 〉
第 3 条 委員会 は ， 次 に掲 げ る 事項 を審議す る 。
( 1) 研究科 の 担 当 教員 に 関 す る 事項
富山大学長 小黒 千足
(2)  教育課程 に 関す る事項
(3) 試 験 に 関 す る 事項
(4) 課程修 了 の 認定 に 関す る 事項
(5) 入学， 退学， 休学， 転学及 び懲戒 そ の他学生 の 身
分 に 関す る 事項
(6) そ の他研究科 の教育， 研究及 び運営 に 関 す る 事項
（議 事 ）
第 4 条 研究科長 は ， 必要 と 認め た と き 又 は委 員 の 3 分
の 1 以上か ら 付議す べ き 事項 を 示 し て請求 が あ っ た と
き は， 委員会 を招集 し ， そ の 議長 と な る 。
2 研究科長 に事故 あ る と き は ， 研究科長 が あ ら か じ め
指名 し た 委員 が そ の職務を行 う 。
第 5 条 委員会 は ， 委員 （長期 出 張 中 又 は 休職 中 の 委 員
を 除 く 。 ） の 3 分 の 2 以上 が 出 席 し な け れ ば 開 会 す る
nd 内4
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こ と が で き な い 。
2 議事 は ， 前項 の 出席者 の過半数 の 同意 を も っ て 決 す
る 。 た だ し ， 富山 大学学位規則第 10条 に規定 す る 事項
に 関 し て は ， 3 分 の 2 以上， 同 第 14条 に規定 す る 事項
に 関 し て は ， 4 分 の 3 以上 の 同意 を も っ て 決す る 。
（意見 の聴取 ）
第 6 条 研究科長 が必要 と 認 め た と き は， 委員以外 の 者
の 出 席 を 求 め て意 見 を 聴 く こ と がで き る 。
（小委員会）
第 7 条 委員会 に 小委 員 会 を 置 く こ と が で き る 。
報 第352号
2 小委員会 は， 委員会 か ら 付託 さ れ た研究科 の運 営 そ
の 他必要 な 事項 に 係 る 原案 の 作成 に当 た る も の と す る 。
（細 則 ）
第 8 条 委員 会 は ， 必要 が あ る と き は ， 細 則 を 定 め る こ
と が で き る 。
（庶 務 ）
第 9 条 委員会 の 庶務 は， 研究科長 の 指示 に よ り 教 育学
部事務長 が処理す る 。
附 則
こ の規則 は ， 平成 6 年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。
富山大学大学院工学研究科委員会規則の一部改正
ー 一富山大学大学院工学研究科委員会規則の改正理由.... . . .
平成 6 年 度 に 大学 院工学研究科 に博士課程が設置 さ れ る こ と に 伴 い ， 所要事項 を改 め る 。
富山 大学大学院工学研究科委員会規則 の 一部 を改正す る 規則 を 次 の と お り 制定す る 。
平成 6 年 3 月 31 日
富山大学大学院工学研究科委員会規則の一部を
改正する規則
富山 大学大学院工学研究科委員会規則 （昭和42年 5 月
19 日 制定 ） の 一部 を 次 の よ う に改正す る 。
第 3 条第 6 号 を 次 の よ う に 改 め る 。
(7) そ の 他研究科 に 関 す る 重要事項
同条第 5 号 中 「休学」 の 下 に 「， 留 学， 除籍」 を加え，
同号を 同条第 6 号 と す る 。
同 条 第 4 号 の 次 に 次 の 1 号 を加え る 。
(5) 学位 （学士 の 学位 を 除 く 。 ） に 関 す る 事項
第 7 条及 び第 8 条 を 次 の よ う に 改 め る 。
（↑専士後期課程委員会 ）
第 7 条 委員会 に ， 博士後期課程委員会 を置 く 。
第 8 条 博士後期課程委員会 は， 次 に掲 げ る 者 を も っ て
組織す る 。
( 1 )  研究科長
(2) 博士後期課程担 当教授
富 山 大学長 小黒 千足
2 博士後期課程委員会 は ， 第 3 条 に 掲 げ る 事項 の う ち
博士後期課程 に 関す る 事項 に つ い て審議を行 い ． 博 士
後期課程委員会 の 議決を も っ て委員会 の 議決 と す る 。
3 第 4 条 か ら 第 6 条 ま で の規定 は ， 博士後期課程委員
会 に 準用す る 。
附 則
こ の規 則 は ， 平成 6 年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。
凋凡τ円ι
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富山大学専攻科規則の廃止
富山大学専攻科規則の廃止理由一－ー
平成 6 年度 に 教育専攻科が廃止 さ れ る た め ， 廃止す る 。
富 山 大学専攻科規 則 を 廃止す る 規則 を 次 の と お り 制定 す る 。
平成 6 年 3 月 31 日
富山大学専攻科規則を廃止する規則




こ の規則 は ， 平成 6 年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。
富山大学教育学部規則の一部改正
富山大学教育学部規則の改正理由一令
1 富 山 大学大学院教育学研究科修士課程が平成 6 年 4 月 設置 さ せ る こ と に 伴 い ， 教育専攻 科 の 学生募集 を
停止 し た た め ， ま た ， 平成 6 年 3 月 31 日 を も っ て在学す る も の がす べ て修 了 し 在学者が い な く な る こ と に 伴
い ， 所要事項 を 改 め る 。
2 科 目 等履修生及 ひ
富 山 大学教育学部規則 の 一部 を 改正 す る 規則 を 次 の と お り 制定 す る 。
平成 6 年 3 月 31 日
富山大学教育学部規則の一部を改正する規則
富 山 大学教育学部規則 （昭和27年 4 月 18 日 制定） の 一
部 を 次 の よ う に 改正す る 。
第 15条 を 次 の よ う に 改 め る 。
第 15条 削 除
第 16条 の 見 出 し を 「 （科 目 等履修生） J に 改 め ， 第 1 6
条 第 1 項中 「及 び聴講生 （以下 「科 目 等履修生等 」 と い
う ） 」 を 削 り ， 「（1）科 目 等履修 （聴講） 願」 を 「（1 ）願書」
に ， 「単位取得証明書」 を 「単位修得証明書」 に改め る 。
第 17条及び第 18条 中 「科 目 等履修生等」 を 「科 目 等履
修生」 に 改 め る 。
第 18条 の 2 の 次 に 次 の l 条 を加 え る 。
富山大学長 小黒 千足
（聴講生）
第 18条 の 3 聴講生 に つ い て は， 第 16条， 第 1 7条 及 び第
18条 の規定を準用 す る 。
第 20条 中 「， 別表立」 を 「， 別表\Ill」 に 改 め る 。
第21条中 「， 別表 X J を 「， 別表四」 に 改 め る c
別表VIl及び別表四 を 削 る 。
「別表IX」 を 「別表\Ill」 に改 め る 。
「別表 X 」 を 「別表団」 に 改 め る 。
附 則
こ の規則 は ， 平成 6 年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。
戸hu円ι




国立学校設置法施行令 の一部改正 （平成 6 年 3 月 31 日 政令第86号 ） に よ り ， 富 山 大学大学院教育学研 究 科 が
設置 さ れ た こ と に 伴 い ， 所要事項 を改 め る 。
富 山 大学公印管理規則 の一部 を 改正す る 規則 を 次 の と お り 制定 す る 。
平成 6 年 3 月 31 日
富 山 大学長 小黒 千足
富山大学公印管理規則の一部を改正する規則
富 山大学公印 管理規則J （昭和48年 4 月 13 日 制 定 ） の 一
部 を 次 の よ う に 改正す る 。
別表第 2 中
「
教育学部 富山大学教育学部長の印 30 事 務 長 庶務係長
富山大学教育学部事務長の 20 ,, ，， 
同］
富山大学教育学部F付属小学 23 附属小学 付属学校
校長の印 校 教 頭 第二係長
富山大学教育学部附属中学 23 附属中学 ，， 
校長の印 校 教 頭
富山大学教育学部附属養護 23 附属養護 ，， 
学校長の印 学校教頭
富山大学教育学部附属幼稚 23 附属幼稚 ,, 
図長の印 園 教 頭
富山大学教育学部附属教育 23 事 務 長 庶務係長




教育学部 富山大学教育学部長の 印 30 事 務 長 庶務係長
富山大学教育学部事務長の 20 ’F ,, 
印
富山大学大学院教育学研究 23 ,, 
科長の印
富山大学教育学部F付属小学 23 附属小学 附属学校
校長の印 校 教 頭 第二係長
富山大学教育学部附属中学 23 附属中学 ，， 
校長の印 校 教 頭
富山大学教育学部附属養護 23 附属養護 ，， 
学校長の印 学校教頭
富山大学教育学部附属幼稚 23 附属幼稚 ,, 
園長の印 園 教 頭
富山大学教育学部附属教育 23 事 務 長 庶務係長
実践研究指導セ ン タ ー長の
印
」 に
改 め る 。
附 則
こ の規則 は ， 平成 6 年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。





各学部 に お け る 学生の 職業指導等 の 運営機能 を 見 直 し ， 各学部 に 就職指導委員会 を設置 し ， 就職指導体 制 の
充 実 を 図 っ た た め ， 富 山 大学学部職業補導委員会規程 を 廃止す る 。
富 山大学学部職業補導委員会規程 を 廃止す る 規程 を 次 の と お り 制定 す る 。
平成 6 年 3 月 14 日
富 山大学長 小黒 千足
富山大学学部職業補導委員会規程を廃止する規程 附 則
こ の規 程 は ， 平成 6 年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。
富 山 大学学部職業補導委員会規程 （昭和24年 1 2 月 2 日
制 定 ） は ， 廃止す る 。
富山大学学部職業補導委員会規程の廃止
一 富山大学職業相談所規則を廃止する規則の制定理由一
本学 に お け る 学生 の職業指導等 の 運営機能 を整備 し た た め ， 富 山大学職業相談所規則 を 廃止す る 。
富 山大学職業相談所規則 を 廃止す る 規則 を 次 の と お り 制定 す る 。
平成 6 年 3 月 14 日
富 山 大学長 小黒 千足
富山大学職業相談所規則を廃止する規則 附 則
こ の規則 は ， 平成 6 年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。
富 山 大学職業相談所規則 （昭和24年 12月 2 日 制定） は，
廃止す る 。
司t円ノ－
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富山大学職業紹介業務運営規則の制定
一富山大学職業紹介業務運営規則の制定理由
職業安定法第33条 の 2 の 規定 に 基 づ い て本学が行 う 無料 の 職業紹介業務に つ い て 、 所要事項を 定 め る 。
富 山 大学職業紹介業務運営規則 を 次 の と お り 制定す る 。
平成 6 年 3 月 14 日
富山大学職業紹介業務運営規則
（趣 旨 ）
第 l 条 こ の規則 は ， 職業安定 法 （ 昭 和 22年 法 律 第 1 4 1
号 ） 第 33条 の 2 の 規定 に 基 づ き ， 富 山 大学 （ 以 下 「本
学」 と い う 。 ） が行 う 無料の職業紹介業務 （ 以 下 「紹
介業務」 と い う 。 ） に つ い て ， 必要 な事項を 定 め る 。
（紹介業務 の 範 囲 ）
第 2 条 紹 介業務 は ， 本学 の学生並 び に 本学 を卒業 し た
者及 び修了 し た 者 を 対象 と す る 。
（紹介業務 の 担 当 者 ）
第 3 条 紹 介業務 は ， 各学部及 び学生部 に お い て 行 い ，
そ れ ぞ れ 当 該学部 の 長 及 び学生部長 が そ の業務 を 担 当
す る 。
2 各学部長及 び学生部長 は ， 必要 に 応 じ ， 補助者 を 定
め 当 該学部及 び学生部 に お け る 紹介業務 を 処理 さ せ る
こ と が で き る 。
（紹 介業務 の総括）
第 4 条 学生部長 は ， 紹 介業務を総括 し ， 所轄公 共職業
安定所 と の連絡 に 当 た る 。
（求人 の 申 込 み ）
第 5 条 求人 の 申込みを す る 者 （以下 「求人者」 と い う 。 〉
は ， 求人票又 は業務内容， 賃金， 労働時間及 び そ の 他
の 労働条件 を 明示 し た 書類 を提 出 し な け ればな ら な い 。
（求人 の 受理範 囲 ）
第 6 条 求 人 の 申 込 み は ， す べ て受理す る も の と す る 。
た だ し ， 次 の 各号 の ー に 該 当 す る と き は， 受理 し な い 。
( 1 )  求人 の 申 込 み の 内 容 が 法 令 に 違 反す る と き 。
(2) 労働条件が， 通 常 の 労働条件 と 比べ て ， 著 し く 不
適 当 で あ る と 認 め る と き 。
(3) 求 人 の 申 込 み の 内 容 が教育上不適当 と 認め る と き 。
（求職 の 申 込 み ）
第 7 条 求職 の 申 込 み は ， す べ て受理す る も の と す る 。
た だ し ， そ の 申 込 み 内容が， 法 令 に 違反 し ， 又 は 教育
上不適当 と 認 め る と き は ， 受理 し な い 。
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（求職 申 込 み の方法）
第 8 条 求職 に 当 た っ て は ， 原則 と し て本人が直接 申 込
み を し な け れ ば な ら な い 。
（紹 介 の 原 則 ）
第 9 条 職業紹 介 に 当 た っ て は ， 求職 を 申 込む者 （以下
「求職者」 と い う 。 ） に 対 し て は ， そ の 希望 と 能 力 に
適合す る 職業 を 紹 介 し ， 求人者に対 し て は ， 雇 用 条 件
に適合 し た 者 を 紹 介 す る よ う に努 め な ければな ら な い 。
（紹 介 の 方法 ）
第 10条 求人者 に対す る 紹介 は ， 推薦書又 は 紹介 状 等 に
よ り 行 う も の と す る 。
（労働争議 に対す る 不介入）
第 1 1条 労働争議 に 中立 の 立場 を 維持す る た め ， 同 盟 罷
業又 は作業所閉鎖の 行 わ れ て い る 事業所か ら の求人 に
対 し て は， 紹 介 を一時中止す る 。
（均等待遇）
第 12条 本学 は ， 求職者及 び求人者 に 対 し 職業紹 介業務
に つ い て差別的 な 取扱 い を行 わ な い 。
（秘密 の 厳守 ）
第 13条 紹 介業務 を 行 う に 当 た っ て知 り 得 た 個 人 的 な 情
報 は ， す べて 秘密 と し ， こ れ を 他 に 漏 ら し て は な ら な
し 、 。
（採否 の報告 ）
第 14条 職業紹介 を 受 け た 求人者及 び求職者 は ， 採 否 の
結果を 本学へ報告 し な け れ ば な ら な い 。
（雑 員ij )
第 15条 こ の規 則 に 定 め る も の の ほ か ， 職業紹介業務 に
関 し 1ど、要 な 事項 は， 富 山大学就職連絡会議が定 め る 。
附 目lj
1 こ の 規則 は， 平成 6 年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。
2 大学院 の学生及 び大学院を修了 し た 者 に対す る 紹 介
業務 に 当 た っ て は ， こ の 規則中 「各学部」 と あ る の は
「各研究科」 と ， 「当 該 学 部 」 と あ る の は 「 当 該 研 究
科」 と ， 「各学部長」 と あ る の は 「各研究科長 」 と そ
れ ぞ れ読み替え る も の と す る c
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学生生活へ夢 い っ ぱ い の 1 ,849人 の 入学
平成 6 年度 富山大学入学式を 挙行
平成 6 年 4 月 1 1 日 （月 ） 富山市公会堂
平成 6 年度富 山 大学入学式 が 、 平成 6 年 4 月 1 1 日 （月 ） 午前 10時30分 か ら 富 山市公会堂に お い て挙行 さ れ ま し た 。
ま ず小黒学長 か ら 学部 入学生 1 , 588人， 大学院入学生261人， 合計 1 ,849人 （ う ち 外国人留学生43人 を 含 む ） の 新入生 に
入学許可宣言 が あ り ， 続 い て学長か ら 告辞 が あ り ま し た 。
こ れ に対 し て， 新入生 1 ,849人 を 代表 し て， 工学部電子情報工学科 青木靖洋 さ ん が 「私 た ち 新 入 生 一 同 は 在 学 中 ，
学則 を 守 り ， 自 己 の 研績 に 努 め ， 心 と 体力 を 鍛 え ， 広 い 視野 と し っ か り し た 専門基礎学力 を 身 に つ け る よ う 努力 い た し
ま す 。 」 と 力強 く 宣誓 し ま し た 。
ム 新入生を代表 し て力強 く 宣誓す る 工学部青木靖洋君
大学 に 入学 し た 目 的 を 各 自 再確認す る こ と を 強 く 望む 。 こ れ か ら の 大学生 と し て の 生 活 を 意
義 あ る も の に す る た め に も ， 卒業 の と き に 後悔 し な い た め に も ， 今 目 的意識 を 強 く 持つ こ と が必
要 で あ る 。
こ れ ま で受 け て き た高等学校 の 教育 と ， 大学教育 の 本質 的違 い を述べ， 大学 に お け る 教育 を 理
解す る 必要 を 強調す る 。 大学 に於て学生 は受動的 で あ っ て は な ら な い こ と 及 び単 な る 知識， 技術
の 修得 で は な く ， 本質 を 見抜 く 力 を 養 う こ と が大切 で あ る 。
富 山 大学 は教育改革 を な し ， さ ら に キ ャ ン パ ス の整備 も 行 っ た 。 こ れ ら の 恵 ま れた環境を活か し て， 大学生活をお く っ
て ほ し い む ね希望す る 。
入学式学長告辞要 旨
ム 新入生を歓迎す る オ ー ケ ス ト ラ 演奏
円同υのノ臼
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“ 富山大学の さ ら な る 飛躍 ”
平成 6 年度富山大学大学院新設のみ研究科入学式 を挙行
一一 平成 6 年 4 月 21 日 （木） 黒田講堂 一一
平成 6 年度富山太学大学院教育学研究科 （修士課程） 及び工学研究科 （博士後期課程） 入学式が， 平成 6 年 4 月 21 日 （ 木 ）
午前 10時30分か ら 黒田講堂会議室 に お い て挙行 さ れ ま し た 。
ま ず小黒学長か ら教育学研究科28名， 工学研究科26名， 合計54名 の新入生に入学許可宣言が あ り ， 続 い て学長 か ら 告辞が
あ り ま し た 。
こ れに対 し て新入生教育学研究科修士課程代表 石出宗人 さ ん 、 工学研究科博士後期課程代表 泉津勇昇 さ ん が 「私 た ち
一同 は在学中学則 を遵守 し ， 専門 に か か る 高度の研究能力及 び そ の基礎 と な る豊か な学識を養 う よ う 努め る こ と を誓 い ま す。」
と 力強 く 宣誓 し ま し た 。
一一 新た に 5 氏が本校名誉教授
｜ 名 誉教授の称号記授与 さ れ る ｜ ｜  
本学 を 3 月 31 日 を も っ て退職等 さ れ ま し た 5 氏 に ， 平
成 6 年 4 月 15 日 付 け で本学名誉教授 の称号授与す る こ と
に な り ， 4 月 25 日 （月 ） 学長室 に お い て小黒学長 か ら 称
号記が授与 さ れ ま し た 。
以下に新名誉教授 を紹 介 し ま す 。
nu qu 
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名 誉教授 本 田 弘
東北大学大学院文学研究科修士課程修了
文学修士
同 氏 は ， 昭和32年 3 月 東北大学大学院文学研究科修士課程修了後， 同 5 1年 4 月 富 山大学文理学部教授 に 就任 さ れ ， 同
52年 5 月 富 山 大学文理学部改組 に よ り 富 山大学人文学部教授 と な り ， 平成 6 年 3 月 31 日 限 り 定年 に よ り 退職 さ れ ま し た 。
こ の 間， 本学教授 と し て 18年 の 永 き に わ た り ， 文理学部文学科及 び人文学部人文学科 に お い て哲学 を担当 し ， 常 に 厳 正
な 教育姿勢 の な か に も 終始懇篤 な 温情 を も っ て ， 学生の教育 ・ 指導 に 当 た り ， 多 数 の 優 秀 な る 研究者， 教育者を育成 し ，
ま た ， 信頼 し う る 人材 を卒業生 と し て様 々 な 社 会 に 送 り 出 さ れ ま し た 。
一方， 学内 に お い て は ， 富 山大学評議員， 富 山 大学人文学部長， 富 山大学学生部長並 び に 富 山 大学保健管理 セ ン タ 一
所長 を 務 め る な ど， 通算 8 年間 に わ た り 部局長 と し て学長 を 補佐 し ， 大学の管理 ・ 運営 に参画 し ， 富 山 大学並 び に 人文
学部 の 発展 に 多 大 な る 貢献 を さ れ ま し た 。
他方， 同 氏 の 研究成績 は カ ン ト 哲学 の 全般 に 及 び， と り わ け物 自 体 の概 念 を 主題 と す る も の で あ る 。 多義的 と さ れ る
カ ン ト の物 自 体 の概念 を 人間 の認識一般 の 限界概念 と 理解す る 。 つ ま り 人聞 が何 か に つ い て知 ろ う と す る と き ， そ れ を
対象 と い う 言葉 で言 い 表 す が ， 学問的認識 は人閣 の立場か ら の 対象把握で し か な く ， そ れか ら 得 た知識を対象 自 体 に 属
す る 知識， 対象 自 体 に 属 す る 性質 と 見 な し で は な ら な い と い う こ と ， こ の こ と を カ ン ト は物 自 体 と い う 概念 で 言 い 表 そ
う と し た の だ と 究明 し て い る 。 ま た 物 自 体 と 現象 と の 区別 を 二世界説で は な く ， 二視点説の観点か ら 考察す る こ と に よ っ
て ， カ ン ト の 哲学体系構築解明 の新 た な 手がか り を解明 し て い る 。 さ ら に 物 自 体 と 自 由 と の 関係 を究明 す る こ と に よ っ
て ， 理論 的認識活動 も 自 由 に 基 づ き ， そ の 自 由 に よ る 自 己限定が人間 の現実 の 存 在 限定 に ま で及ぶ こ と を 明 ら か に し て
い る 。 こ れ は事実認識 の背後 に 何 ら か の 形 で必ず価値認識 が存在す る こ と を 示 唆 す る も の と な っ て い る 。 カ ン ト 研究 を
推進す る た め に ， フ ィ ヒ テ の知識学 に つ い て も 研究 し ， こ れ に 関 し で も 多数 の 精 撤 な 論文 を 発表 し て い る 。 ま た ， 学外
に お い て は ， 東北哲学会会員， 日 本哲学会会員， 東北哲学会理事， 日 本 カ ン ト 協会会員 と し て， 学術の 振興及 び地域 の
発 展 に 貢献 さ れ ま し た 。
名 誉教授 平 田 純
東京大学文学部英文学科卒業
文学士
同 氏 は ， 昭和27年 3 月 東京大学文学部英文学科卒業後， 同31年 4 月 富 山 大学文理学部講師 に 就任 さ れ， 同 39年 3 月 富
山 大学文理学部助教授 に昇任， 同46年 5 月 富 山 大学文理学部教授 に 昇任， 同52年 5 月 富 山大学文理学部改組 に よ り 富 山
大学人文学部教授 と な り ， 平成 6 年 3 月 31 日 限 り 停年 に よ り 退職 さ れ ま し た 。 こ の 間， 本学教官 と し て お年 の 永 き に わ
た り ， 文理学部文学科並 び に 人文学部語学文学科及 び言語文化学科 に お い て英語学 を担当 し ， 常 に 厳 正 な 教育姿勢 の な
か に も 終始懇篤 な 温情 を も っ て， 学生 の 教育 ・ 指導 に 当 た り ， 多 数 の 優秀 な る 研究者， 教育者 を育成 し ， ま た ， 信 頼 し
う る 人材 を 卒業生 と し て様 々 な 社 会 に送 り 出 さ れ ま し た 。
唱aiηd 
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学内 に お い て は ， 富 山大学評議員， 富山 大学附属図書館長 並 び に 富 山大学人文学部長 を務 め る な ど， 通算 6 年間 に わ
た り 部局長 と し て学長 を 補佐 し ， 大学 の 管理 ・ 運営 に参画 し ， 富 山 大学並 び に 人文学部 の 発 展 に 多大 な る 貢献 を さ れ ま
し た 。
同氏 の研究活動 と し て は， 英 語 の 実際 的 な 用 法 に 即 し た も の で あ り ， 着実に収集 し た 資料 に 基 づ い て立論 し ， 実証 し
て行 く 手法 を と っ て い る 。 動詞 と 目 的語 の 関連 を 巡 る 名詞節 と 不定詞句 の 関係 に つ い て の論考， 目 的補語の指標辞 と し
て の a s 論等， 統語論 の範囲 だ け で な く ， 論証 は意味論， 文体論 の領域 ま で 及 ん で い る 。 言語理論 の 構築 よ り も ， 地道
な 実証的調査 を 中心 と し て い る こ と は ， 学生の指導 に き わ め て 有益 で あ っ た 。
一方， 富 山 大学附属図書館長時代か ら は， 「 へ ル ン 文庫」 に つ い て 関心 を 深 め ， ラ フ カ デ ィ オ ・ ハ ー ン に つ い て の 研
究 に 手 を 染 め て い る 。 そ れ と と も に ， 旧制富山高等学校初代校長 で あ っ た 富 山 の 生 ん だ英学者南 日 恒太郎 の 事績調査 に
も 関心 を 寄 せ て い る 。 ま た ， s . ウ ル マ ン の 意味論， マ リ オ ・ ペ イ の 言語 に 関す る 概論的著書の ほ か ， R . ナ イ の ア メ
リ カ 大衆文化論 と w. フ ロ ホ ッ ク に よ る ア メ リ カ 現代文学論 の翻訳を行 っ て い る 。 同 人 の 翻訳 し た ハ ン ガ リ 一 作家 エ ル
ケ ー ニ の 戯 曲 『ザ ・ ト ー ト ・ フ ァ ミ リ ー 』 に よ る 舞台 公 演 は ， 富 山 ・ 東京 ・ ブ ダ ペ ス ト で行われ， 国際交流の推進に与 っ
て き た 。
他方， 学外 に お い て は， 日 本英文学会会員， 日 本英文学会中部支部理事， 富 山県 う る お い の あ る 環境づ く り 会議委員，
富 山 市総合計画審議会委員， 富 山県弁護士会資格審査会委員， 富 山 ガ ラ ス 造形研究所運営委員会委員， 富山国際 ア マ チ ュ
ア 演劇祭実行委員会副会長 ， 富 山 県芸術文化協会副会長 な ど と し て ， 長 ら く 地域社会 の芸術 ・ 文化活動 の振興 と 国 際交
流 の 推進 に 貢献 さ れ ま し た 。
名 誉教授 野 村 昇
京都大学医学部薬学科専科修了
薬学博士
同 氏 は ， 昭和26年 1 0月 京都大学医学部薬学科専科 を 修了後， 同 27年 8 月 富 山大学薬学部実験実習指導員 に採用 さ れ ，
同 29年 5 月 富 山 大学薬学部助手， 同 33年 4 月 富 山大学薬学部講師， 同年 10月 富 山 大学薬学部助教授 に昇任， 同 46年 5 月
富 山大学教育学部助教授 に配置換 と な り ， 同47年 2 月 富 山大学教育学部教授 に昇任 さ れ， 平成 6 年 3 月 31 日 限 り 停年 に
よ り 退職 さ れ ま し た 。
こ の 間， 41年 の 永 き に わ た り 化学 の 担 当 教官 と し て教育 ・ 研 究 に 従事 さ れ， 常 に 厳正 な 教育姿勢 の な か に も 終始懇篤
な 温 情 を も っ て学生 の教育 ・ 指導 に 当 た ら れ， 幾多 の 有 為 な 人材 の 育 成 に 尽力 さ れ ま し た 。
学内 に お い て は， 昭 和 52年 4 月 か ら 同 60年 3 月 ま で富山大学評議員， 同年同 月 か ら 平成元年 3 月 ま で富 山 大学教育学
部長 と し て ， そ の 他本学放射性同位元素統合実験， ト リ チ ウ ム 研究セ ン タ ー （水素同位体機能研究セ ン タ ー ） ， 地域共
同研究 セ ン タ 一 等 の 各設立準備委員， 運営委員等 を務 め ら れ る な ど， 富 山大学の整備充実 に 尽力 さ れ る と と も に ， 教 育
学部 の 管理運営 に寄与 さ れ ま し た 。
一方， 研究面 で は， 医薬品開発研究 に成果 を 挙 げ て ， 薬学会論文誌 に 発表 さ れ， 更 に ， わ が国 で は早期 に ， 液 体 ク ロ
マ ト グ ラ フ ィ ー に 関す る 研究 に 着手 さ れ， 指導的役割 を 果 た し ， 研究成果 を海外学術雑誌等 に多数発表 さ れ ま し た 。
ま た ， イ タ イ イ タ イ 病 に 関 す る 基礎的研究 と し て ， 組織培養 で の鶏匪腔骨へ の重金属 の 影響 を 閉鎖系 で研究す る 方法
の 考案 ， 植物影響 に よ る 大気汚染監視 の あ り 方 に つ い て の 提 案 を さ れ る な ど， 地域環境化 学 に 貢献 さ れ ま し た 。
他方， 同 氏 は ， 日 本分 析化学会常議 員 ， 問 中部支部長， 日 本理科教育学会理事等を歴任 さ れ， 複数の学会活動 に お い
て も ， そ の 発 展 に 大 き く 貢献 さ れ， ま た ， 富 山県水質審議会委員， 岡県公害対策審議会委員 ， 岡 県環境影響評価 技 術 審
査会会長等 を務 め ら れ る な ど， 地域社会 の 環境保全 に 尽力 さ れ， 昭和58年 12月 環境庁大気保全局長表彰， 平成元年 3 月
円4nd 
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環境庁長官表彰 を 受 け ら れ ま し た 。
名誉教授 蜘 津 晃 三
青山学院大学大学院経済学研究科修士課程修了
経済学修士
同 氏 は ， 昭和35年 3 月 青山学院大学大学院経済学研究科修士課程 を 修了後， 同 36年 4 月 園士館大学経済学部助手 に 採
用 に な り ， 同 37年 4 月 同 大学経済学部講師， 同 38年 4 月 に は鹿児島経済大学経済学部講師 と し て奉職， 同41年 10月 間 大
学経済学部助教授に昇任， 同47年 4 月 富山 大学助教授教育学部 に採用 さ れ， 同56年 6 月 同大学教授教育学部 に昇任， 平
成元年 4 月 同大学教授経済学部 に 配置換， 同 6 年 3 月 31 日 限 り 停年 に よ り 退職 さ れ ま し た 。
同 氏 は ， 34年 の 永 き に わ た り 経済学の担当教官 と し て研究教育 に 従事 し ， 常 に 厳正 な 姿勢を も っ て学生 の 教育 ・ 指導
に 当 た り ， 幾多 の 有為 な 人材 の 育 成 に 尽力 さ れ ま し た 。
こ の 間， 平成 4 年 4 月 か ら 2 年間富山大学保健管理 セ ン タ ー 所長 を努 め ， 保健管理 セ ン タ ー の 充実 ・ 発 展 に 寄与 さ れ
ま し た 。
同 氏 の研究 は ， 経済原論， 経済学史的分析， ア ジ ア ， ラ テ ン ・ ア メ リ カ 経済及 び欧米経済 の 史的実証分析等広範 な 領
域 に わ た る も の で あ る が， そ の 研究成果 は， 一朝一夕 に し て得 ら れ る も の で は な く ， 永年 に わ た る 研鎮 の課程で築 き 上
げ ら れ た も の で あ り ， こ の こ と は， 同 氏 の 独 自 の 統合的視点か ら 考察 を 進 め た数多 く の著書， 論文， 学会発表等 の 業 績
に 明 瞭 に あ ら わ れ て い ま す 。
特 に ， 「均衡 と 不均衡 の経済理論」 は ， 同 氏 が十有余年 に わ た っ て各学派理論及 び関連す る 幾多 の 文献 を渉猟 し つ つ
考究 し つ づ け た 内容 と 成果 を 総合 し ， 自 由 経済機構 の作動を シ ン ボ リ カ ル に 表 す と こ ろ の ワ ル ラ ス の 法 則 や 限 界諸原
理， 更 に は， そ の 逆 の 寡 占価格論等， 既存 の 諸原理や 昨今重視 さ れ て や ま ぬ ミ ク ロ と マ ク ロ の 統合的分 析 の 視点等 を す
べ て イ ク ス ブ リ シ ッ ト に組み込ん で数理的 に モ デ ル化 し ， 各理論 の 特色 と 相 関 性 や 継 承 ， 系 譜 を 具 体 的 に 明確化 し た
「価値 ・ 貨幣 お よ び所得 の理論 （上 ・ 下 巻 ） 」 を 土台 と し ， そ の 後 の 研究成果 を ま と め た も の で あ り ， 各学派理論 の 統
合 的 モ デ ル化に よ る 最重要 な 問題点の 検 出 と 現実経済 の 史的解明及び現代経済 の 政策論的考察 に 重点が お か れ ， 近 時 ，
論議の 激 し い ケ イ ン ジ ャ ン と マ ネ タ リ ス ト の理論 に つ い て， そ の ど ち ら が現実 妥 当 的 で あ る か と い う こ と を 多 く の 文
献 を ふ ま え て理論的 （ モ デ ル 的 ） 実証的 に 考察 し て い る 点 は ， 永年 の研究 と 成果 を踏 ま え た も の だ け に 大 き な 説得力 を
も っ と 共 に 学会等 に お い て も 高 く 評価 さ れ て い ま す 。
9町 d ‘, .句＇ ' b 当。 F 帆 ，.， ，－ 、 ‘ 」‘ 宮、 ”－ ．宅
名誉教授 宮 下 和 雄
東北大学大学院工学研究科博士課程修了
工学博士
同氏 は， 昭和3 1年 3 月 信州大学工学部通信工学科 を卒業後， 同年 4 月 東北大学大学院工学研究科へ入学 し ， 同 36年 3
月 同学大学院同研究科博士課程 （電気及 び通信工学専攻 ） を 満 了 の う え ， 同 年 4 月 東北大学助手工学部 に 採 用 さ れ ，
つunJ 
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こ の 間， 同 37年 1 月 硫化亜鉛系電場発光体 に 関す る 研究論文 に よ り 東北大学 に お い て工学博士の 学位 を取得 し ， 併せ て
同学大学院同研究科博士課程 （電気及 び通信工学専攻 ） を 修了 さ れ ま し た 。 そ の 後 ， 同 38年 10月 東北大学助教授 （工学
部 ） を 経 て ， 同43年 4 月 富 山大学教授 （工学部 ） に昇任 さ れ， 平成 6 年 4 月 富 山工業高等専門学校長 に就任 さ れま し た。
こ の 間， 33年 の 永 き に わ た り 高等教育 に 尽嬉 し ， 特 に 同 氏 の 気取 ら な い人柄が学生 の 心 を 引 き 付 け ， 厳 し い 中 に も 温
情 を 秘 め た 思 い や り の教育 を実践 さ れ， 学生 と 教職員 と の 聞 に 数多 く の エ ピ ソ ー ド が語 り 継が れ て お り ま す 。 ま た ， 先
生 の 薫陶 を 受 け て社会 に 巣立 っ た 多 く の卒業生が第一線 の 研究者， 技術者等 と し て そ れ ぞ れ活躍 し て い る こ と が， 同氏
の卓越 し た教育者 で あ る こ と を如 実 に 物語 っ て お り ま す 。
研究面 で は， 学生時代 に 身 に 付 け た電気通信技術 を 基礎 に ， 発光型 や非発光型 の パ ネ ル表示 デバ イ ス の 研究開 発 を ，
生 涯 の 研究 テ ー マ と し て現在 に 至 っ て お ら れ ま す 。 特 に ， 昭和42年 に は ， 薄膜電界発光表示素子 に 関 す る 研究 が高 く 評
価 さ れ， 電気通信工学分野 に お い て権威あ る 松永賞を受賞 さ れ ま し た 。 更 に ， 昭和44年春 に は 日 本 で初 め て の 液 晶 の 応
用 に 関す る 調査研究 の成果 を ， 日 本学術振興会光電相互変換第 125委員会 に お け る 研究報告 と し て 発 表 さ れ ， 今 日 の 我
が 国 に お け る 液 晶研究隆盛 の 基 礎 を 築 か れ ま し た 。
一方， 学内 で は ， 昭和48年 7 月 か ら 昭和50年 7 月 ま で 附属図書館工学部分館長， 昭和62年 5 月 か ら 平成 3 年 5 月 ま で
地域共同研究セ ン タ ー 長 ， 平成 3 年 4 月 か ら 平成 6 年 3 月 ま で評議員 と し て大学 の 管理運営 に参画 し ， 鋭敏 な 感覚 と 将
来 を 見据 え た洞察力 を 存 分 に 発揮 さ れて ， 大学の発展， 充実 に 多 大 な 貢献 を さ れ ま し た 。 特 に ， 全 国 に 先 駆 け て設置 さ
れ た 地域共同研究 セ ン タ ー の 初代 セ ン タ ー 長 と し て ， 斬新 な 発想で地域 の産業界， 公設試験研究機関等 と 富山大学 と の
緊密 な 研究協力体制 の 確 立 に 奔走 さ れ， 今 日 の 同 セ ン タ ー が全 国 的 に 高 い 評価 を受 け る 基盤 を 作 ら れ ま し た 。 ま た ， 工
学部 に お い て も ， 真向 き な 情熱 と 実行力 に よ り ， 平成元年 4 月 の 大講座制 へ の 改組， 平成 6 年 4 月 の 大学院工学研究科
博士課程の設置 に 多 大 の 足跡 を 残 さ れ ま し た 。
｜ 「就職に関する講演会」 を開催 ｜
「就職 に 関 す る 講演会」 が ， 4 月 20 日 （水 ） 13時10分か ら 黒田 講堂 ホ ー ル に お い て主 と し て 4 年次生 を 対象 と し て 開
催 さ れ ま し た 。
昨 今 の 経済事情 の 影響 に よ り ， 企業への就職環境が大変厳 し い も の に な っ て い る こ と か ら か， 延 べ 約 380名 の 学 生 が
出 席 し ま し た 。
講演 に 先立 ち ， 浜谷正入学生部長 か ら ， 昨今の動向 か ら 厳 し い 就職環境 の 中 で の 就職 活動 に 当 た っ て の 激励 の言葉が
あ り ま し た 。
こ の 後 ， （槻 リ ク ル ー ト 名 古屋支社事業推進課 の 岡 本結城氏か ら ， 「今年 の 就職戦線 の 状 況 と 就職活動 の 進 め 方等 に つ
い て 」 と 題 し ， 昨年 を 上回 る 厳 し い 就職戦線 の 見通 し と 就職活動 に お け る 自 己分析の重要性， 企業研究 や面接 の ポ イ ン
ト か ら 就職内定 に 至 る ま で の ノ ウ ハ ウ に つ い て具体例 を 上 げて講演が行われ， 次 い で 富 山 県 教 育 委 員 会 教職 員 課 の 織
田 睦夫氏か ら ， 「教員需給 の現状 と 教職 を め ざ す 人 に 」 と 題 し ， 教員 の 採用 制度， 今後 の 教員 需給 の 見通 し と 本 年 度 の
教員採用 選 考検 査 の実施計画 （ 案 ） ， 更 に は教職の 素晴 ら し さ 等 に つ い て講演が行わ れ ま し た 。 そ れ ぞ れ の講演の 後 ，
学生か ら は 活発 な 質 問 が あ り 時聞 を 超 え て 質疑応答 が行 わ れ， 盛況 の う ち に終了 し ま し た 。
そ の 後， 学生部担 当 者 か ら ， 「平成 6 年度就職協定」 等 （①求人票 の 公示 は 7 月 1 日 ， ②採用 選考開 始 は 8 月 1 目 前
後 を 目 標 と し て 企業 の 自 主的決定， ③採用 内定開始 は 10月 1 日 な ど ） の 案 内 と 就職活動 に か か る 諸証明書の交付手続 き
等 に つ い て説 明 が あ り ま し た 。
黒 田講堂ホ ー ル で 4 年生
対象 と し て行わ れ た
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渡航の種類 ｜ 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間
外 国 出 張 ｜ 理 学 部 6. 3. 16  教 授 鈴 木 邦 雄 ア メ リ カ 合 衆 国 共同研究打合せ及び研究資料調査
6. 3 . 26 
近代 フ ラ ン ス に お け る 圏内市場 6. 3 .25 
教育学部 助教授 市 川 文 彦 フ フ ン ス 統合過程の実証的研究
（在外研究員 ） 7. 1 . 25 
海 外 研 修 ｜ 人文学部 ス ウ ェ ー テ。 ン 談話分析の研究及び国際社会学会
6. 3. 7 
助教授 湯 川 純 幸 ド イ ツ に 出席 7.  4. 1 
1 9世紀に フ ラ ン ス 及 び フ ラ ン ス 領 6. 3. 19 
人文学部 助教授 村 井 文 夫 フ フ ン ス 各地で出版さ れた ク レ オ ー ル研究
文献の調査 6. 4. 9 
中国楊子江流域の遺跡の物理探査 6. 3.23 人文学部 助教授 前 川 要 中 国 の た め 6. 4 . 2 
メ キ シ コ に お け る 高地 ト レ ー ニ ン 6. 3 .24 教育学部 助教授 布 村 忠 弘 メ キ 、ン コ グの医学に関す る 調査研究 6. 4. 5 
ミ』己中l���88Bel
＜学内囲碁大会＞
本学 レ ク リ エ ー シ ョ ン 委員会娯楽部会囲碁班， 文部省共済組合富 山大学支部共催 に よ る 平成 5 年度 学 内 囲 碁 大 会 が ，
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） 学内 ト ピ ッ ク ス ① （
1 囚 ｜ 駐日 アイ ルラ ン ド大使来学 ｜ 凶
一一 「 ヘ ル ン文庫」 視察 一一
去 る 4 月 25 日 ， 駐 日 ア イ ル ラ ン ド大使 ジ ェ ー ム ス ・ シ ャ
ー キ ー 氏外 2 名 が本学附属図書館 へ来学， ま ず附属 図 書
館長室で瀧津館長 か ら 歓迎 の 挨拶， 次 い で 「へル ン文庫」
で 平 田 元館長 （本学名誉教授） が ラ フ カ デ ィ オ ・ ハ ー ン
に つ い て 説明 さ れ， そ の 後大使 は ノ、 ー ン に つ い て の 様 々
な 質 問 や ハ ー ン が残 し た 蔵書 を 熱 心 に 見学 さ れ， 貴 重 な
資料で あ る 「神国 日 本」 の手書原 稿 の 実物 に つ い て も 手
に 取 っ て 見入 ら れ る な ど 大変す ば ら し い と 感激 し て い ま
し た 。
「 ヘ ル ン文庫j で貴重な資料を熱心に見 る ア イ ル ラ ン ド大使
「 地元高校生が工学部を見学 「
L一一一 不二越工業高校生 17名 が来学 一一一」
去 る 4 月 25 日 （月 ） 午前10時 に ， 不二越工業高校 3 年生 の 17名 が， 同 校 の 教諭 の 引 率 の 下 に工学 部 を 見学 し ま し た 。
こ れ は ， 同 校 の 大学進学希望者 に 対 し て ， 実 際 の 大学 を 見 学 さ せ る こ と に よ り ， 大学 の 具体的 イ メ ー ジ を 形成 さ せ ，
進路決定 の 判断材料 と す る こ と を 目 的 と し て訪 れ た も の です。
訪れ た生徒た ち は ， 案 内教官 に対 し ， 工学部 の 全般 に わ た る 概要や卒業後 の 進路等 に つ い て終始熱心に質問 し ， ま た，
教 室 の 授業風景 や 各講座 の 最先端の研究機器等 を見学 し ， そ れ ぞれ の将来の抱負 を 胸 に 刻 み ， 昼過 ぎ に学校へ帰 っ て行
き ま し た 。













池田教授か ら 昆虫 ロ ボ ッ ト に つ い て の説明 を 聞 く 高校生
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第 1 回富山大学廃液処理施設専門委員会 （ 3 月 1 日 ）
（議 題 ）
有害物質 の 排 出 防止策 に つ い て
平成 5 年度 第 5 回公開講座委員会 （ 3 月 1 日 ）
（議 題 ）
( 1 )  平成 6 年度公開講座 の 実施計画 に つ い て
(2) 全国生涯学習 フ ェ ス テ ィ パ ル の 連続公開講座 の 実
施 に つ い て
(3) そ の 他
平成 5 年度 第 5 回富山大学施設整備委員会 （ 3 月 3 日 〉
（ 審議事項 ）
( 1 )  「 キ ャ ン パ ス プ ラ ン 検討会」 報告 に つ い て
一一 五福 キ ャ ンパス ゾー ニ ン グプ ラ ン 一一
(2) 平成 5 年度第 3 次補正予算事業 に つ い て
(3) 自 己点検評価 「重点事項」 の 検討 に つ い て
は） そ の 他
平成 5 年度第 2 回水素同位体機能研究セ ン タ ー 自 己点 検
評価委員会 （ 3 月 1 1 日 ）
（ 審議事項 ）
( 1 )  平成 5 年度水素同位体機能研究 セ ン タ ー 自 己点 検
に つ い て
(2) そ の 他
平成 5 年度 第 5 回富山大学国 際交流委員会 （ 3 月 14 日 ）
（ 審議事項）
( 1 )  平成 5 年度富山大学国際交流事業基金決算に つ い て
(2) 平成 6 年度富山大学国際交流事業基金予算 （案 ）
に つ い て
(3) 平成 6 年 度 富 山 大 学 国 際 交 流 事 業 基 金 各 種 事 業
（第 1 種事業及び第 2 種事業 ） の 採択 に つ い て
(4) 国 際交流 の 推進方策 に つ い て
(5) 外 国 人留学生に対す る 授業料等 の不徴収 に係 る 学
則 等 の 一部 改正 （案 ） に つ い て
(6) そ の f也
平成6年度第 9 回大学院委員会 （ 3 月 14 日 ）
（ 審議事項 ）
( 1 )  平成 6 年 3 月 富山大学大学院修了者の認定に つ い て
(2) 富 山 大学大学院学則 の一部改正 に つ い て
(3) 富 山 大学学位規則 の一部改正 に つ い て
(4) 富山大学大学院教育学研究科規則 の 制定 に つ い て
(5) 富山大学大学院経済学研究科規則 の一部改正 に つ
い て
(6) 富 山 大学大学院理学研究科規則 の 一部改正 に つ い
て
(7) 富 山 大学工学研究科規則 の 全部改正 に つ い て
(8) 富山大学大学院教育学研究科委員会規則 の 制定 に
つ い て
(9) 富 山大学大学院工学研究科委員会規則 の一部改正
に つ い て
間 そ の 他
平成 5 年度第1 5回評議会 （ 3 月 1 4 日 ）
（ 審議事項）
( 1 )  平成 6 年 3 月 卒業者及 び修了者の認定 に つ い て
(2) 富 山 大学学則 の一部改正 に つ い て
(3) 富山大学大学院学則の一部改正 に つ い て
(4) 富 山 大学学位規則 の一部改正 に つ い て
(5) 富 山大学大学院教育学研究科規則 の 制定 に つ い て
(6) 富山大学大学院経済学研究科規則 の 一部改正 に つ
い て
(7) 富山大学大学院理学研究科規則の一部改正につ いて
(8) 富 山大学工学研究科規則 の 全部改正 に つ い て
(9) 富 山大学大学院教育学研究科委員 会規則 の 制定 に
つ い て
側 富 山大学大学院工学研究科委員会規則 の一部改正
に つ い て
Ul) 富山大学専攻科規則 の廃止に つ い て
(12) 富 山大学教育学部規則 の 一部改正 に つ い て
(13) 富 山大学職業相談所規則 の廃止 に つ い て
(1心 富 山大学学部職業補導委員会規程 の廃止 に つ い て
四 富 山大学職業紹 介業務運営規 則 の 制定 に つ い て
(16) そ の 他
平成 5 年度 第 4 回放射性同位元素総合実験室 自 己点検評
価委員会 （ 3 月 18 日 ）
（議 題 ）
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( 1 )  平成 5 年度放射性同位元素総合実験室 自 己点検評
価調書 に つ い て
(2) そ の 他
平成 5 年度第 6 回放射性同位元素総合実験室運営委員会
( 3 月 18日 ）
（議 題 ）
( 1 )  放射性同位元素総合実験室長 の 推薦 に つ い て
(2) 放射線取扱主任者及 び‘代理者 の 推薦 に つ い て
(3) 平成 7 年度歳 出 概算要求 に つ い て
(4) 平成 7 年度国立学校施設整備概算要求 に つ い て
(5) そ の 他
平成 5 年度第 9 回事務協議会 （ 3 月 18日 ）
（議 題 ）
当 面 の 諸課題 に つ い て
平成 5 年度第 9 回附属 図書館商議会 （ 3 月 22 日 ）
（審議事項 ）
( 1 )  平成 7 年度概算要 求 に つ い て
(2) そ の 他
報 第352号
平成 5 年度第 7 回教養教育委員会 （ 3 月 22 日 ）
（審議事項 ）
(1 )  自 己点検評価 に 係 る 付託事項 の取扱 い に つ い て
(2) 「教養教育 に お け る 教官負担 の ル ー ル化」 に つ い
て （継続 ）
(3) そ の 他
庶務係長会議 （ 3 月 22 日 ）
（議 題 ）
( 1 )  当 面 の 諸課題 に つ い て
(2) そ の他
平成 5 年度第 4 回 水素 同位体機能研究セ ン タ 一運営委員
会 （ 3 月 22 日 ）
（審議事項 ）
(1 )  平成 5 年度歳 出 予算節約調整配分 に つ い て
(2) 平成 7 年度歳 出 概算要求 に つ い て
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（ 学 務 係 ）
教育学部附属学校
教 諭 吉 田 真寿美 （旧姓 ． 宮森）
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昌司司司
本 部 ｜ 24 日 第 1 1回学生生活協議会
25 日 学位記等授与式 （富山市公会堂）
3 月 1 日 第 5 回公開講座委員会 27～28日 入学料等徴収手続 き
廃液処理施設専門委員会 後期 ・ A 日 程合格者入学手続 き
1 ～ 3 日 北陸地区 5 大学健康増進合宿セ ミ ナ ー 28 日 第 5 回会計係長会議
（雷鳥パ レ ー ス キ ー場〉 平成 5 年度国立大学学生部長会議
2 日 第 6 回教養教育委員会管理運営専門委員会 （東海大学校友会館）
3 日 第 10回教養教育委員会実施専門委員会 30 日 追加合格者入学手続 き
附属図書館事務部制導入に係 る 研修会 入寮選考委員会
第 5 回施設整備委員会 3 1 日 退職者辞令交付
4 日 第 6 回教養教育委員会 （持ち 回 り ） 離任挨拶
大学就職部 と 企業 と の情報交換会 （福井） 帳簿金庫検査
6 日 前期 A 日 程合格者発表
8 日 第 4 回富山大学国際交流委員会学術交流部会
人 文 学
教養教育に係 る 研修会
第 8 回国際交流委員会留学生部会 3 月 1 日 学部情報処理委員会
10日 国立大学協会理事会 （東京） 2 日 学部講座代表者会議
第 13回部課長会議 学部将来計画委員会
12日 後期 日 程入学者選抜試験 4 日 教授会
13～14 日 入学料等徴収手続 き 8 日 学部学生生活委員会
前期 日 程 ・ 私費外国人留学生合格者入学手続 き 9 日 教授会
1 4 臼 第 5 回富山大学国際交流委員会 教授会 （人事）
第 9 回大学院委員会 人文科学研究科委員会
第 15囲評議会 1 0 日 学部 自 己点検評価委員会
富山地区国立学校等事務局長等会議 人文科学研究科教務等検討委員会
（富山 医科薬科大学） 1 5 日 平成 6 年度前学期授業時間割担当者会議
1 5 日 退職者を囲む懇談会 学部教務委員会
第88回構内交通対策委員会 1 6 日 学部予算委員会
東海北陸地区国立学校等施設整備打合せ会 学部将来計画委員会及び予算委員会の 合同委員
（名古屋大学） 1τE』え
18 日 第 9 回事務協議会 教授会
第 5 回低温液化室運営委員会 教授会 （人事）
第 4 回放射性同位元素総合実験室 自 己点検評価 長率会送別会
委員会 18日 係長会議
第 6 回放射性同位元素総合実験室運営委員会 1 9 日 教授会
20 日 後期 日 程合格者発表 23 日 教授会
22 日 言語表現科 目研修会 教授会 （人事）
庶務係長会議 人文科学研究科委員会
第 7 回教養教育委員会 25 日 学位記授与式
第 5 回富山大学国際交流委員会学術交流部会
n目。J
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教 育 みチ同 部 ｜ 18日 日 本海経済研究所運営委員会学部入学方法検討委員会
1 ～ 8 日 ス キ ー I , II 実習 （於 ： 志賀高原 ス キ ー場） 学部職業補導委員会
2 日 大学院設置準備委員会 ・ 教育学研究科 ． 1 9 日 教授会
準備委員会 合同委員会 人事教授会
4 日 学部教務 ・ 学生生活合同委員会
教授会
7 日 学部 自 己点検評価委員会
学
9 日 学部将来計画委員会 3 月 4 日 教授会
学部教務 ・ 学生生活合同委員会 人事教授会
学部教務委員会 8 日 学部施設委員会
教授会 学科長会議
人事教授会 9 日 教授会
1 1 臼 附属養護学校卒業証書授与式 理学研究科委員会
15日 附属幼稚園修了式 人事教授会
16日 教育学研究科準備委員会 学科長会議
教育学研究科準備委員会 カ リ キ ュ ラ ム 部会 10日 学部 自 己点検評価委員会
教育学研究科準備委員会入学試験部会 1 2 日 平成 6 年度入学者選抜学力検査 （後期 日 程）
附属小学校卒業証書授与式 16 日 学科長会議
1 7 日 附属中学校卒業証書授与式 員率会送別会
附属幼稚園修業式 18日 大学院理学研究科 （修士課程） 合格者発表
18日 学部予算委員会 1 9 日 教授会
係長連絡会 人事教授会
1 9 日 学部教務 ・ 学生生活合同委員会 理学研究科委員会専任教授会
学部学生生活委員会 23 日 学部入試改善委員会
教授会 25 日 学位記授与式
人事教授会
附属小学校及び附属中学校修業式 学
23 日 教務委員会教職科 目 専門委員会
附属養護学校修業式 3 月 1 日 係長連絡会
3 日 工学部合格者数検討委員会
経 済 品チ... 
4 日 教授会
専任教授会
3 月 3 日 学部入学方法検討委員会 博士課程実施対策委員会
4 日 教授会 9 日 教授会
9 日 学部教務委員会 研究科委員会
大学院経済学研究科委員会小委員会 専任教授会
教授会 1 2 日 後期 日 程入学試験
大学院経済学研究科委員会 14日 教授会
各種委員選考委員会 研究科委員会
1 6 日 学部施設整備委員会 16 日 工学部教務委員会
1 7 日 学部将来構想検討委員会 18日 工学部合格者数検討委員会
学部学生生活委員会 （持ち 回 り ） 19日 教授会
研究科委員会
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｜ 附 属 図 書 館 ｜
3 月 18 日 係長連絡会
28 日 富山県図書館協議会 大学 ・ 短大
高専部会 （高岡短期大学）
水素問機能研究セ ン タ ー ｜
3 月 8 日 R ・ I 特別健康診断
1 1 日 平成 5 年度第 2 回水素同位体機能研究セ ン タ ー
自 己点検評価委員会
22 日 平成 5 年度第 4 回水素同位体機能研究セ ン タ ー
運営委員会
地域共同研究セ ン タ ー
3 月 10 日 企業見学 と 産学交流会
（於 （掬 ト ヤ マ ゴー ル ド ウ イ ン ）
23 日 地域共同研究セ ン タ ー研究分野見直 し検討委員会
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